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第２号様式（第４関係）  

令 和  ６  年  １  月  ９  日  

 

調 布 市 議 会 議 長  井  上  耕  志  様  

 

                建 設 委 員 長  大  野  祐  司  

 

   視 察 等 共 通 部 分 報 告 書  

 

下 記 の と お り ， 視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） を 実 施 い た し ま し た の で ，

視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 （ 第 ３ 号 様 式 ） を 添 え て 報 告 い た し ま す 。  

 

記  

 

１  実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

  令和５年度調布市議会建設委員会行政視察  

２  実 施 期 日 （ 期 間 ）  

  令和５年１０月１６日から令和５年１０月１８日（３日間）  

３  実 施 場 所 （ 視 察 先 ・ 研 修 会 場 ）  

  ・岐阜県岐阜市（岐阜市議会）  

・岐阜県大垣市（大垣市議会）  

・静岡県静岡市（静岡市議会）  

４  実 施 目 的  

  建設委員会所管事務について，他自治体の視察，事務調査を行う

ことにより，今後の市政に十分反映させることを目的とする。  

５  参 加 者 の 氏 名  

  ・大野  祐司  ・清水  仁 恵  ・磯邉   隆  ・ 川畑  英樹  

  ・ 鈴木  宗貴  ・藤川  満 恵  ・山根  洋平  
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６  実 施 結 果 （ 視 察 概 要 ）  

  岐 阜 県 岐 阜 市 （ 未 来 技 術 社 会 実 装 事 業 に つ い て ）  

都 市 建 設 部 交 通 政 策 課 に よ る 説 明  

(1) 岐 阜 市 の 人 口 減 少 等 の 現 状  

   ア  人 口 の 見 通 し  

     2020年 時 点 で は 岐 阜 市 の 総 人 口 約 40万 ８ 千 人 だ が ， 20年 後 に

は ５ 万 ７ 千 人 の 減 少 ， そ の う ち 生 産 年 齢 人 口 は ４ 万 ７ 千 人 の 減

少 が 予 測 さ れ て い る 。 社 会 保 障 費 の 増 加 の 一 方 で ， 市 税 収 入 の

減 収 や 働 き 手 不 足 な ど 危 機 的 な 状 況 に あ る 。  

     国 立 社 会 保 障 人 口 問 題 研 究 所 に よ る と ， 日 本 の 人 口 は 年 間 約

80万 人 減 少 す る こ と が 50年 続 き ， 総 人 口 の 約 31％ 減 少 す る こ と

が 予 測 さ れ て い る 。  

   イ  市 税 収 入 へ の 影 響  

     地 方 税 収 等 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 地 方 税 総 額 の 推 計 値 を

使 用 し ， 生 産 年 齢 人 口 一 人 当 た り の 地 方 税 額 23万 ６ 千 円 と す る

と ４ 万 ７ 千 人 の 人 口 減 少 に よ り ， 20年 後 に は 約 110億 円 の 減 収

が 見 込 ま れ る こ と か ら ， オ ー ル 岐 阜 で 維 持 管 理 コ ス ト の 縮 減 が

必 要 で あ る 。 こ れ は ， 各 地 方 都 市 が 抱 え て い る 実 情 で あ り ， 喫

緊 の 課 題 で あ る と 捉 え て い る 。  

 (2) 未 来 技 術 社 会 実 装 事 業 の 背 景 と 目 指 す 将 来 像  

  ア  岐 阜 市 地 域 公 共 交 通 計 画 に つ い て  

     公 共 交 通 と ま ち づ く り が 連 携 し た 持 続 可 能 な 地 域 公 共 交 通 の

構 築 を 基 本 方 針 と し て ， 事 業 を 実 施 。  

 (ｱ) ８ 幹 線 ２ 環 状 を 中 心 と し た 幹 線 軸 の 強 化 ・ 路 線 再 編  

   (ｲ) ト ラ ン ジ ッ ト セ ン タ ー ・ 拠 点 バ ス 停 の 検 討  

  (ｳ) コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス を 中 心 と し た 持 続 可 能 な コ ミ ュ ニ テ ィ 交

通 の 推 進  

  (ｴ) 公 共 交 通 の 利 用 促 進 に 向 け た 積 極 的 に 活 用 し た く な る 利 用

者 サ ー ビ ス の 向 上  

  (ｵ) 取 組 を サ ポ ー ト す る 自 動 運 転 な ど の 新 技 術 の 活 用  
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   イ  公 共 交 通 で の 自 動 運 転 技 術 の 導 入  

運 転 免 許 を 持 た な い 高 齢 者 や 移 動 が 困 難 な 交 通 弱 者 の 増 加 ，

バ ス 運 転 士 不 足 に よ る 地 域 交 通 の 持 続 困 難 ， 中 心 市 街 地 の 活 力

低 下 な ど の 地 域 課 題 が あ る 。 こ れ ら の 課 題 解 決 に 資 す る も の と

し て 自 動 運 転 に 期 待 し て お り ， コ ン パ ク ト ＋ ネ ッ ト ワ ー ク の 都

市 づ く り や 地 域 公 共 交 通 へ の 自 動 運 転 技 術 の 導 入 な ど に よ る 持

続 性 の 高 い 公 共 交 通 シ ス テ ム の 構 築 を 目 指 す 将 来 像 と し て 積 極

的 に 取 組 を 進 め て い る 。  

 (3) 岐 阜 市 未 来 技 術 社 会 実 装 事 業  

  ア  令 和 元 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度  

     階 層 構 造 の 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 自 動 運 転 の 展 開 に よ り ，

地 域 先 進 モ ビ リ テ ィ シ ス テ ム を 構 築 す る 地 域 活 性 化 事 業 と し て

令 和 元 年 に 内 閣 府 に 選 定 さ れ ， 事 業 を 開 始 し た 。  

     運 転 士 不 足 な ど の 課 題 を 背 景 と し ， オ ン デ マ ン ド で 運 行 す る

タ ク シ ー に よ り ， コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス を サ ポ ー ト す る ラ ス ト マ イ

ル の オ ン デ マ ン ド 化 や 中 心 部 循 環 バ ス 路 線 の 自 動 運 転 実 証 実 験

等 に つ い て ， 以 下 の 内 容 を 令 和 ３ 年 ま で 取 り 組 ん で き た 。  

 (ｱ) ラ ス ト マ イ ル の オ ン デ マ ン ド 化 ・ 自 動 運 転 社 会 実 装  

     コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 走 行 が 困 難 な 狭 隘 道 路 な ど を 対 象 と し

た ， き め 細 や か な 移 動 サ ー ビ ス を 提 供 す る コ ミ バ ス サ ポ ー ト

便 （ オ ン デ マ ン ド ） を 導 入 す る と と も に ， 自 動 運 転 の 実 証 実

験 を 実 施 。  

     ま た ， 郊 外 部 の 非 効 率 な 運 行 と な っ て い る コ ミ ュ ニ テ ィ バ

ス に お い て ， オ ン デ マ ン ド 運 行 形 態 を 導 入 す る と と も に ， 自

動 運 転 化 を 検 討 。  

 (ｲ) 中 心 部 循 環 バ ス 路 線 の 自 動 運 転 社 会 実 装  

     中 心 部 の シ ン ボ ル 的 な 路 線 で あ る 循 環 バ ス 路 線 で の ， バ ス

タ イ プ の 自 動 運 転 車 両 に よ る 実 証 実 験 を 実 施 。  

  イ  事 業 の 実 施 体 制 に つ い て  

    学 識 経 験 者 や 交 通 事 業 者 ， 警 察 な ど か ら な る 岐 阜 市 公 共 交 通
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自 動 運 転 技 術 活 用 研 究 会 を 核 と し て ， 国 土 交 通 省 や 警 察 庁 な ど

に も 参 加 い た だ く ほ か ， ス マ ー ト シ テ ィ ぎ ふ 推 進 コ ン ソ ー シ ア

ム （ 健 幸 都 市 岐 阜 出 か け て 健 康 に な る ま ち の 実 現 を 目 指 し て 取

り 組 ん で い る ス マ ー ト シ テ ィ ぎ ふ 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト ） か ら も 関

係 す る 企 業 に も 参 加 い た だ き 取 組 を 進 め て い る 。  

 (4) 自 動 運 転 技 術 の 導 入 事 業  

  ア  こ れ ま で の 経 緯  

    公 共 交 通 で の 自 動 運 転 技 術 導 入 を 目 指 し ， 令 和 元 年 度 に 岐 阜

市 公 共 交 通 自 動 運 転 技 術 活 用 研 究 会 を 設 立 し ， 段 階 的 に 取 組 を

進 め て き た 。  

令 和 ２ 年 度 に は ， 県 内 で 初 め て 中 心 市 街 地 の 公 道 を 小 型 バ ス

の 自 動 運 転 車 両 が 走 行 し ， 令 和 ３ 年 度 に は ハ ン ド ル や ア ク セ ル ，

ブ レ ー キ ペ ダ ル の な い 自 動 運 転 バ ス が 走 行 。 信 号 機 と の 通 信 に

よ る 信 号 協 調 や 横 断 者 や 障 害 物 を 自 動 検 知 ， 車 内 の 様 子 を 遠 隔

監 視 す る な ど の 検 証 を 実 施 。 令 和 ４ 年 度 は 新 た な ル ー ト を 追 加

し ， 約 １ か 月 間 の 実 証 実 験 を 行 っ た ほ か ， 文 部 科 学 省 の 共 創 の

場 形 成 支 援 プ ロ グ ラ ム （ 名 古 屋 大 学 が 主 体 と な り ， 岐 阜 大 学 や

企 業 な ど と 連 携 す る 事 業 ） が 採 択 さ れ た 。  

 (ｱ) 自 動 運 転 レ ベ ル に つ い て  

    政 府 は 2025年 に 全 国 50ヶ 所 ， 2027年 に 全 国 100ヶ 所 で の レ ベ

ル ４ の 実 現 を 目 指 し て い る 。  

   ・ レ ベ ル １  加 速 減 速 な ど ， 一 方 向 だ け の 運 転 支 援 。  

・ レ ベ ル ２  レ ベ ル １ に ハ ン ド ル 操 作 な ど が 加 わ り ， 縦 ・ 横

方 向 の 運 転 支 援 。  

・ レ ベ ル ３  高 速 道 路 な ど 特 定 の 条 件 下 で の 自 動 運 転 だ が ，

運 転 士 が 必 要 。  

・ レ ベ ル ４  限 ら れ た 特 定 条 件 下 で の 完 全 自 動 運 転 。  

・ レ ベ ル ５  レ ベ ル ４ の 条 件 が な い ， 条 件 を 問 わ な い 完 全 な

自 動 運 転 。  

イ  令 和 ４ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度  
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    こ れ ま で の 取 組 が 評 価 さ れ ， 令 和 ３ 年 度 に 内 閣 府 よ り 支 援 継

続 が 決 定 さ れ ， 新 た に 持 続 可 能 で 利 便 性 の 高 い 公 共 交 通 ネ ッ ト

ワ ー ク を 目 指 し た 自 動 運 転 技 術 の 導 入 事 業 と し て ， 令 和 ４ 年 度

か ら 取 組 を 進 め て い る 。  

 (ｱ)  実 験 の 概 要  

    令 和 ４ 年 度 は 新 た に 観 光 地 を 巡 る ル ー ト を 加 え ，     

岐 阜 駅 と 市 役 所 ま で の ル ー ト の ほ か ， 多 く の 市 民 や 観 光 客 を

含 む 来 街 者 が 自 動 運 転 バ ス に 乗 車 で き る よ う ， 岐 阜 公 園 及 び

川 原 町 界 隈 ま で ル ー ト を 延 長 し ， 観 光 地 へ の ル ー ト の 検 証 に

加 え ， さ ら な る 社 会 受 容 性 の 向 上 の た め ， 約 １ か 月 間 の 実 証

実 験 を 実 施 。 関 係 者 を 含 め ， 約 1,537人 に 体 験 乗 車 い た だ い

た 。  

  (ｲ) 検 証 結 果  

   ①  技 術 の 検 証  

     幅 員 が 狭 く 歩 車 分 離 さ れ て い な い 岐 阜 公 園 ル ー ト で も 約

８ 割 の 区 間 で 自 動 運 転 を 実 現 し ， イ ン フ ラ 協 調 に お い て は ，

Ａ Ｉ カ メ ラ の 右 折 判 断 に よ る 自 動 右 折 に 98％ 成 功 し た 。  

そ の 一 方 で ， 主 な 手 動 介 入 の 要 因 と し て ， 路 上 駐 停 車 の  

回 避 ， ま た 対 向 車 の 接 近 回 避 と い っ た こ と が 課 題 と な っ た 。  

こ れ ら の 課 題 に 対 し て は ， Ａ Ｉ カ メ ラ の 精 度 向 上 と 横 断

歩 道 等 検 知 範 囲 の 拡 大 や 信 号 協 調 技 術 と の 併 用 な ど ， 走 行

環 境 の 整 備 が 必 要 で あ る と 考 え て い る 。  

    ②  社 会 受 容 性 の 検 証  

      ア ン ケ ー ト 調 査 に よ り ， 自 動 運 転 技 術 の 信 頼 性 が 乗 車 前

後 で 向 上 し た 一 方 で ， 約 ６ 割 に と ど ま る 結 果 と な っ た 。 対

応 方 針 と し て は ， 長 期 間 継 続 し た 運 行 に よ る 乗 車 機 会 の 増

加 や 啓 発 の 実 施 に よ り ， 低 速 走 行 の 許 容 や 路 上 駐 車 抑 制 な

ど へ の 理 解 を 深 め る こ と で 社 会 受 容 性 の 向 上 を 図 り た い と

考 え て い る 。       

こ れ ま で の 検 証 結 果 を 踏 ま え て ， 中 心 市 街 地 で の ５ 年 間 の 継
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続 運 行 を 実 施 す る こ と と な っ た 。  

 (5) 今 年 度 か ら の 取 組  

  ア  概 要  

  (ｱ) 事 業 目 的  

    中 心 市 街 地 や 川 原 町 ， 岐 阜 公 園 な ど の 観 光 地 を 周 遊 す る 自

動 運 転 バ ス を ５ 年 間 継 続 し て 運 行 し ， 段 階 的 に イ ン フ ラ 整 備

を 進 め る と と も に ， 社 会 受 容 性 の 向 上 を 図 り な が ら ， レ ベ ル

４ で の 自 動 運 転 の 実 装 を 目 指 し て い く 。  

  (ｲ) 運 行 体 制  

    自 動 運 転 車 両 運 行 に 係 る 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル の 結 果 ， Ｂ Ｏ

Ｌ Ｄ Ｌ Ｙ 株 式 会 社 を 選 定 し た 。 運 行 主 体 は 岐 阜 市 ， 運 行 管 理

は Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ Ｌ Ｙ 株 式 会 社 ， オ ペ レ ー タ ー や 遠 隔 監 視 者 を 地 元

の 岐 阜 乗 合 自 動 車 株 式 会 社 の 体 制 で 実 施 。  

  (ｳ) 走 行 ル ー ト  

    Ｊ Ｒ 岐 阜 駅 か ら 市 役 所 を 経 由 す る １ 周 約 ５ キ ロ の 中 心 部 ル

ー ト と Ｊ Ｒ 岐 阜 駅 か ら 川 原 町 駅 や 岐 阜 公 園 等 を 経 由 す る １ 周

約 ９ キ ロ の 岐 阜 公 園 ル ー ト の ２ ル ー ト の 走 行 。  

  (ｴ) 運 行 ス キ ー ム  

運 行 期 間 は 令 和 ５ 年 11月 25日 か ら 令 和 10年 ３ 月 31日 の ５ 年

間 ， 運 行 便 数 は 中 心 部 ル ー ト は 毎 日 ２ 台 で 運 行 し ， 30分 間 隔

１ 日 12便 ， 岐 阜 公 園 ル ー ト は 土 日 祝 日 に １ 台 で 運 行 し ， ２ 時

間 間 隔 を １ 日 ３ 便 ， 時 間 は 10時 か ら 16時 ま で 走 行 す る 。  

  (ｵ) そ の 他  

    車 両 は 昨 年 と 同 様 ， ナ ビ ヤ の ア ル マ を ３ 台 運 行 し ， 自 動 運

転 レ ベ ル は レ ベ ル ２ ， 令 和 ９ 年 度 ま で に レ ベ ル ４ を 目 指 し て

い く 。 乗 車 定 員 は オ ペ レ ー タ ー を 除 い て 10人 と し ， 市 庁 舎 方

向 に つ い て は 原 則 予 約 制 と す る が ， 空 席 が あ る 場 合 に は 予 約

な し で の 乗 車 も 可 能 と す る 。 ま た ， 雨 天 や 雪 な ど の 悪 天 候 時

に は 運 休 す る な ど の 運 行 条 件 を 設 定 。  

  イ  技 術 と 社 会 受 容 性 の 検 証 に つ い て  
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 (ｱ) 技 術 の 検 証  

    短 期 間 の 実 験 で は ， こ れ ま で 把 握 で き な か っ た 季 節 や 天 候

な ど の 課 題 抽 出 や 対 応 策 の 検 討 を 実 施 し つ つ ， 段 階 的 な イ ン

フ ラ 整 備 を 実 施 し て い く 。  

  (ｲ) 社 会 受 容 性 の 検 証  

    自 動 運 転 バ ス の 走 行 に つ い て 市 民 の 路 上 駐 車 の 抑 制 や 低 速

走 行 の 許 容 な ど へ の 理 解 を 深 め ， 意 識 を 醸 成 し て い く 。  

 

ま ず は ， 走 行 環 境 の 整 備 や 理 解 促 進 施 策 を 実 施 し ， 計 画 運 行

を し な が ら 検 証 し て い き ， 走 行 デ ー タ の 分 析 に よ る 課 題 抽 出 と

ア ン ケ ー ト 調 査 等 に よ る 効 果 測 定 を 実 施 し ， 課 題 へ の 対 応 策 や

さ ら な る 理 解 促 進 策 を 検 討 す る と い っ た サ イ ク ル を 繰 り 返 し 実

施 す る こ と で ， 段 階 的 な イ ン フ ラ 整 備 ， 社 会 受 容 性 の さ ら な る

向 上 を 図 っ て い く 。  

  (ｳ) 自 動 運 転 の 技 術 的 課 題 に 対 す る 対 応 に つ い て  

   ①  複 雑 な 信 号 や 逆 光 な ど の 場 合 に 信 号 の 認 識 が 難 し い と い

っ た 信 号 認 識 の 課 題  

     信 号 機 か ら 直 接 情 報 を 得 る 信 号 協 調 と い っ た 技 術 で 対 応

し ， 全 36ヶ 所 の 信 号 交 差 点 を 順 次 整 備 予 定 。  

   ②  悪 天 候 で 周 囲 が 見 え な い ， 路 上 駐 車 を 自 動 で 回 避 で き な

い な ど ， 走 行 空 間 に 関 す る 課 題  

     事 前 に ３ 次 元 地 図 を 用 意 し ， そ の 地 図 上 に パ ソ コ ン で ル

ー ト 設 定 を 実 施 す る こ と で ， 正 確 な ル ー ト を 走 行 す る 。 ま

た ， 荒 天 時 は 運 休 と し ， 路 上 駐 車 な ど の 際 は 手 動 運 転 で 回

避 を 行 う 予 定 。   

  ( ｴ )  交 差 点 や ， 不 意 の 飛 び 出 し な ど 状 況 予 測 ， 判 断 や 障 害 物 の

認 識 と い っ た 課 題  

     車 両 に 障 害 物 を 検 知 し ， 自 動 で 停 止 す る こ と が で き る セ ン

サ ー を つ け る ほ か ， 急 な 飛 び 出 し 時 に は ， 自 動 ブ レ ー キ ま た

は 手 動 運 転 で の 対 応 と す る 。  
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  ウ  今 年 度 の 取 組 に つ い て  

 (ｱ) 走 行 環 境 の 整 備 （ イ ン フ ラ 整 備 等 ）  

   ①  完 全 自 動 右 折 の 実 現 に 向 け て ， 路 車 協 調 シ ス テ ム ※ １ （ イ

ン フ ラ 協 調 ） の 整 備 ， 信 号 協 調 ※ ２ の 整 備 を 岐 阜 市 役 所 前 交

差 点 に て 行 う 。  

     ま た ， 右 折 時 の 対 向 車 情 報 の ほ か に ， 昨 年 の 課 題 と な っ

た 横 断 歩 道 周 辺 を 新 た に 検 知 エ リ ア と し て 追 加 す る 。  

※ １  路 車 協 調 シ ス テ ム と は ， 路 上 の Ａ Ｉ カ メ ラ 等 で 検

知 し た 交 通 状 況 を 自 動 運 転 車 へ 情 報 を 提 供 す る シ ス

テ ム の こ と 。 岐 阜 市 で は Ｌ ｉ Ｄ Ａ Ｒ （ 赤 外 線 レ ー ザ

ー を 照 射 し ， 反 射 波 を 受 光 す る こ と で 物 体 を 検 知 ）

も 活 用 し て ， 精 度 の 向 上 を 図 っ て い く 。  

※ ２  自 動 運 転 車 に 信 号 情 報 を 提 供 す る 装 置 。  

     ②  ル ー ト 上 の 信 号 協 調 を 全 36か 所 の う ち ， 中 心 部 ル ー ト の

15か 所 を 整 備 す る 。  

    ③  利 便 性 の 高 い 予 約 シ ス テ ム と し て ， 電 話 に 加 え て 実 験 的

に Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 活 用 し ， 乗 車 予 約 や バ ス ロ ケ ー シ ョ ン ， 運 休

情 報 等 の 配 信 な ど ， 利 便 性 の 向 上 を 図 る 。 乗 車 希 望 日 の 30

日 前 か ら 受 付 を 開 始 し ， 空 席 が あ る 場 合 に は 予 約 な し で も

乗 車 可 能 と す る 。  

  (ｲ) 社 会 受 容 性 の 向 上 に つ い て  

   ①  ル ー ト 上 の バ ス 停 を １ か 所 か ら ９ か 所 設 置 し ， 利 便 性 の

向 上 を 図 り ， 乗 車 機 会 を 増 や す 。  

   ②  認 知 度 向 上 に 向 け た 取 組 と し て ， 公 共 交 通 の シ ン ボ ル と

な る ， 水 戸 岡 鋭 治 氏 の デ ザ イ ン に よ る バ ス ラ ッ ピ ン グ や 内

装 及 び バ ス 停 の 整 備 を 行 う ほ か ， Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し た 広 報

活 動 を 継 続 実 施 す る 。  

   ③  学 校 モ ビ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト と し て ， 未 来 を 担 う 岐 阜 市

の 子 ど も た ち が 先 進 技 術 に 触 れ る 機 会 を 創 出 し ， 市 内 の 全

小 学 校 を 対 象 と し た 体 験 乗 車 を 実 施 し て い く 。  
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上 記 取 組 を 実 施 す る ほ か ， ５ 年 間 の 取 組 と し て ル ー ト 上 ，

全 て の 信 号 交 差 点 に お け る 信 号 協 調 や 右 折 ・ 合 流 地 点 等 危 険

箇 所 に お け る 路 車 協 調 シ ス テ ム を 順 次 整 備 し て い く 。 そ の ほ

か ， 顔 認 証 シ ス テ ム な ど 無 人 自 動 運 転 時 の 決 済 方 法 の 検 討 ，

バ ス 停 の 環 境 整 備 な ど の 走 行 環 境 の 整 備 を 進 め る と と も に ，

商 店 街 や 観 光 施 設 等 と の 連 携 な ど ， ビ ジ ネ ス モ デ ル の 検 討 や

注 意 喚 起 看 板 ， 路 面 標 示 等 啓 発 物 の 整 備 ， シ ビ ッ ク プ ラ イ ド

の 醸 成 に 向 け た イ ベ ン ト 等 （ Ｓ Ｎ Ｓ フ ォ ト コ ン テ ス ト 等 ） の

開 催 な ど ， 社 会 受 容 性 の さ ら な る 向 上 に 取 り 組 み ， ５ 年 の 間

に レ ベ ル ４ の 実 現 を 目 指 す 。  

ま た ， 産 官 学 連 携 に よ り ， 持 続 可 能 な 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー

ク を 構 築 し ， 公 共 交 通 の 魅 力 向 上 ， 運 転 士 不 足 へ の 対 応 等 に

よ り ， 公 共 交 通 を 将 来 に わ た っ て 維 持 す る と と も に ， 日 本 初

の 中 心 市 街 地 に お け る 自 動 運 転 を 実 現 し ， ト ッ プ ラ ン ナ ー と

し て 全 国 を 牽 引 し て い き た い 。  

 (6) 自 動 運 転 の 導 入 効 果 に つ い て  

岐 阜 市 で は ， ス マ ー ト シ テ ィ や Ｄ Ｘ の 推 進 を 背 景 と し ， 日 本 で

初 め て と な る 中 心 市 街 地 で の 自 動 運 転 の 実 現 を 目 指 し て い る 。 中

心 市 街 地 で 公 共 交 通 へ の 自 動 運 転 技 術 の 導 入 を 実 現 す る こ と で ，

公 共 交 通 の 魅 力 向 上 や 運 転 士 不 足 へ の 対 応 等 に よ り ， 持 続 可 能 な

公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 が 図 ら れ ， 市 民 の 生 活 に 必 要 な 公 共

交 通 を 将 来 に わ た る 維 持 に つ な げ る ほ か ， 中 心 市 街 地 で の 走 行 で

培 っ た 技 術 や ノ ウ ハ ウ の 郊 外 部 等 の 横 展 開 な ど を 考 え て お り ， 自

動 運 転 の 導 入 に よ り ， 様 々 な 波 及 効 果 を 期 待 し て い る 。  

  ア  シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 醸 成  

「 自 動 運 転 バ ス が い つ も 走 っ て い る ま ち 」 の 実 現 に よ り ， 都

市 の 魅 力 が 向 上 し ， 未 来 を 担 う 子 ど も た ち に 先 進 技 術 に 触 れ る

機 会 を 創 出 す る 。  

  イ  ま ち づ く り ・ 環 境 ・ 観 光 ・ 経 済 の 活 性 化  

 セ ン タ ー ゾ ー ン の 回 遊 性 を 高 め る こ と に よ る に ぎ わ い と 活 気
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の 創 出 や 観 光 施 設 等 と の タ イ ア ッ プ な ど 新 た な ツ ー リ ズ ム の 構

築 が 図 ら れ る 。  

    ウ  環 境 負 荷 の 軽 減 ， 安 全 性 の 向 上  

Ｅ Ｖ バ ス 導 入 に よ る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 や セ ン サ ー な ど の 活

用 に よ る 安 全 性 の 向 上 を 目 指 す 。  

 (6) そ の 他 公 共 交 通 の 利 用 促 進 の 取 組  

路 線 バ ス 再 編 成 と コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 推 進 に 加 え ， 新 た な 取 組 に

よ り 公 共 交 通 の 利 用 を 促 進 す る 。  

  ア  バ ス ま ち ば  

バ ス 停 近 傍 の 民 間 施 設 （ コ ン ビ ニ や 薬 局 等 ） を バ ス の 待 合 ス

ペ ー ス と し て 活 用 す る サ ー ビ ス を 令 和 ４ 年 １ ２ 月 に 開 始 。 バ ス

ロ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム （ バ ス 接 近 情 報 が 確 認 で き る デ ジ タ ル サ

イ ネ ー ジ ） の 設 置 に よ り ， 風 雨 の 影 響 を 受 け る こ と な く 店 内 で

快 適 に バ ス を 待 つ こ と が で き る 。 バ ス ま ち ば の デ ザ イ ン は ， 商

標 登 録 し て お り ， 岐 阜 市 の こ の 実 験 の 条 件 に 合 え ば ， 広 域 連 携

で き る よ う 近 隣 市 と も 協 議 し て い る 。  

  イ  新 た な 決 済 方 法 の 導 入  

全 国 交 通 系 Ｉ Ｃ カ ー ド と の 連 動 が ， 令 和 ５ 年 度 末 か ら 供 用 開      

始 予 定 。  

  ウ  昼 得 き っ ぷ  

    平 日 の 時 間 帯 （ 10時 か ら 16時 ） 限 定 の バ ス １ 日 乗 り 放 題 500円

の フ リ ー バ ス き っ ぷ を 社 会 実 験 と し て 期 間 限 定 で 実 施 し ， 今 年

４ 月 か ら 通 年 販 売 開 始 に 至 っ た 交 通 政 策 に も 取 り 組 ん で き た 。  

－ 岐 阜 市 議 会 －  
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  ・ 岐 阜 県 大 垣 市 （ 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い

て ）  

   生 活 環 境 部 環 境 衛 生 課 ・ 大 垣 市 ク リ ー ン セ ン タ ー  リ サ イ ク ル

セ ン タ ー に よ る 説 明  

（ 1）  環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要  

   環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 大 垣 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト は ， ① 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ

ｓ お お が き 未 来 創 造 事 業 ② 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 普 及 啓 発 事 業 ③

草 木 等 た い 肥 化 事 業 の ３ つ を プ ロ ジ ェ ク ト の 柱 と し て 取 り 組 ん で

い る 。  

  ア  環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 未 来 創 造 事 業 （ 未 来 の お お が き 人 を 育

成 ）  

    多 彩 な 講 師 陣 が 未 来 講 座 を サ ポ ー ト し な が ら ， 高 校 生 に Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ と は 何 か と い う 基 本 的 な 内 容 や 地 元 企 業 が 実 践 す る Ｓ Ｄ Ｇ

ｓ の 取 組 等 を 通 し て ， 大 垣 の 未 来 に つ い て 意 見 を 交 わ し ， 様 々

な 提 案 を い た だ く 事 業 。  

  イ  環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 普 及 啓 発 事 業 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 輪 を 広 げ よ

う ！ ）  

   (ｱ) カ ー ド ゲ ー ム で 未 来 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  

      カ ー ド ゲ ー ム を 用 い た 体 験 学 習 を 行 い ， 市 民 が 楽 し み な が

ら Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 学 ぶ こ と に よ っ て ， 日 常 生 活 に お け る 気 づ き や

環 境 活 動 へ の 啓 発 を 目 指 し て い る 。  

   (ｲ) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 普 及 支 援 セ ン タ ー の 開 設  

      市 内 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 組 や カ ー ド ゲ ー ム の 紹 介 な ど ， 環 境 Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ の 普 及 啓 発 の 拠 点 と し て セ ン タ ー を 開 設 。  

様 々 な 環 境 活 動 に 取 り 組 む 大 垣 市 環 境 市 民 会 議 の 事 務 所 も

併 設 し ， 連 携 し な が ら 普 及 啓 発 に 取 り 組 ん で い る 。  

  ウ  草 木 等 た い 肥 化 事 業 （ 資 源 の 循 環 を め ざ そ う ！ ）  

    堤 防 や 草 刈 り か ら 出 る 草 木 や 家 庭 か ら 出 る 生 ご み を 堆 肥 化 し ，

有 効 活 用 す る 事 業 。 市 民 と と も に ご み の 減 量 化 ・ 資 源 の 循 環 を

目 指 し て い る 。  



－12－ 

   (ｱ) た い 肥 で 作 っ た 野 菜 の カ レ ー 販 売  

     大 垣 公 園 で 「 め ぐ る マ ル シ ェ 」 と 題 し た イ ベ ン ト を 開 催 し ，

循 環 型 野 菜 を 利 用 し た カ レ ー を 販 売 し ， 好 評 を 得 る こ と が で

き た 。 た い 肥 を つ く る だ け で な く ， た い 肥 を 使 っ た 野 菜 の 栽

培 か ら 調 理 ， 実 際 に 料 理 を 食 す こ と で ， そ の 循 環 を 感 じ て も

ら う 事 業 。  

   (ｲ) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト で 環 境 行 動 を 支 援  

     市 民 が 作 っ た た い 肥 の 活 用 法 と し て ① 家 庭 菜 園 で の 利 用 ②

市 に 提 供 い た だ き ， 市 が 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト と 交 換 し て ，

た い 肥 で 作 っ た 野 菜 も し く は 様 々 な 環 境 グ ッ ズ と 交 換 で き る

ポ イ ン ト の 贈 呈 を 実 施 。  

市 で 回 収 す る ご み の 約 25％ を 生 ご み が 占 め て い る 。 生 ご み は 水

分 が 多 く ， 様 々 な エ ネ ル ギ ー （ 運 搬 ・ 焼 却 等 ） が 必 要 と な る こ と

か ら ， た い 肥 を 作 る た め の コ ン ポ ス ト へ の 補 助 を 実 施 す る こ と で ，

積 極 的 な 参 加 を 促 し ， ご み の 減 量 化 ・ 循 環 型 社 会 を 目 指 し て い る 。  

(2) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト （ エ コ ア ク シ ョ ン ポ イ ン ト ） に つ い て  

  ア  目 的  

    環 境 イ ベ ン ト へ の 参 加 や 資 源 循 環 の 取 組 等 を 行 う こ と で ， 環

境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト を 付 与 し ， 環 境 グ ッ ズ や 環 境 配 慮 商 品 （ コ

ン ポ ス ト 等 ） と 交 換 す る こ と に よ り ， た い 肥 化 の 普 及 ・ 啓 発 を

図 り ， 環 境 行 動 へ の 動 機 づ け を 目 的 と し て い る 。  

  イ  事 業 内 容  

   (ｱ) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト の 付 与  

     名 刺 サ イ ズ の Ｑ Ｒ コ ー ド 付 ポ イ ン ト カ ー ド を 作 成 し ， 配 付 。

カ ー ド の Ｑ Ｒ コ ー ド は ， 一 度 だ け 読 み 込 む こ と が で き る 仕 様 。  

     生 ご み 等 の た い 肥 化 推 進 事 業 で も 使 用 し て お り ， ポ イ ン ト

の 付 与 が 動 機 づ け ， 市 民 の 環 境 行 動 も し く は た い 肥 化 を 進 め

て い く 下 支 え に な れ ば と 考 え て い る 。 講 演 会 に 参 加 ， ポ イ ン

ト の 付 与 ， 次 に コ ン ポ ス ト を 選 び ， 実 践 し て い た だ く 。 コ ン

ポ ス ト は ， 生 活 様 式 に あ っ た も の を 選 ん で い た だ け る よ う ５
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種 類 用 意 し ， 補 助 を 実 施 し て い る 。  

ま た ， た い 肥 の 使 用 場 所 が な い 方 に は ， ク リ ー ン セ ン タ ー

で 引 き 取 り ， 市 が 使 用 す る 取 組 を 行 っ て い る 。 そ の 際 も エ コ

ア ク シ ョ ン ポ イ ン ト を 還 元 す る 。 こ の た い 肥 を 使 っ た 野 菜 の

販 売 ， 料 理 の 試 食 の 参 加 者 に も ポ イ ン ト を 付 与 し て い る 。  

   (ｲ) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト と 商 品 の 交 換  

ポ イ ン ト が 一 定 数 た ま る と 商 品 と 交 換 が で き る 仕 組 み 。  

      ① ポ イ ン ト 付 与 と 交 換 実 績 （ 令 和 ５ 年 ８ 月 末 現 在 ）  

      令 和 ４ 年 度 か ら の 事 業 で ， 登 録 者 数 は 357人 。  

     ② エ コ ア ク シ ョ ン ポ イ ン ト カ ー ド 読 み 込 み 数  

 市 の イ ベ ン ト も し く は 環 境 行 動 に 対 し て 付 与 し て お り ，

令 和 ５ 年 度 か ら は ， シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル ， 環 境 イ ベ ン ト や

市 内 で の イ ベ ン ト 後 の ボ ラ ン テ ィ ア 清 掃 で も 使 用 し て い る

が ， 配 付 件 数 に 比 べ 読 み 込 み 件 数 が 低 い 状 況 。  

  ウ  課 題  

 認 知 度 が 低 く ， Ｑ Ｒ コ ー ド 付 ポ イ ン ト カ ー ド を 受 け 取 っ て も ，

ア プ リ を 読 み 込 む ま で の 登 録 者 数 や ， 市 の 用 意 す る 商 品 が 少 な

い こ と が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。 現 在 の 商 品 は ① た い 肥 化 で 育

て た 野 菜 ② コ ン ポ ス ト 基 材 割 引 券 ③ 市 指 定 の ご み 袋 。  

  エ  関 係 機 関 と の 連 携  

    現 状 は 市 の イ ベ ン ト や 取 組 が 中 心 で あ り ， 市 が 関 与 し て い な

い イ ベ ン ト と の 連 携 は 実 施 し て い な い が ， 今 後 の 連 携 に つ い て

は ， 様 々 な 方 の 意 見 を 聞 き な が ら 模 索 し て い き た い 。  

  オ  今 後 の 展 望  

    令 和 ５ 年 １ 月 か ら 燃 え る ご み ・ 燃 え な い ご み に つ い て ， 有 料

指 定 ご み 袋 制 度 を 導 入 し ， ご み の 減 量 化 に 努 め て い る 。 そ の 中

で ， さ ら な る ご み の 減 量 施 策 と し て ， 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 ご

み 等 た い 肥 化 推 進 事 業 を 実 施 し て お り ， 生 ご み 等 た い 肥 化 の 推

進 の ほ か ， 生 き 物 調 査 や 清 掃 活 動 に つ い て も ， そ の 環 境 行 動 を

支 援 す る た め エ コ ア ク シ ョ ン ポ イ ン ト を 付 与 し て い く 。  
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運 用 に つ い て は ま だ ２ 年 目 で あ る が ， 引 き 続 き ， 環 境 行 動 の

支 援 策 と し て ， 本 ポ イ ン ト 制 度 を 実 施 し て い き た い と 考 え て い

る 。 ま た ， 年 度 ご と の 実 績 を 踏 ま え 今 後 の 利 用 方 法 等 の 拡 充 に

つ い て も 検 討 し て い く 。    

(3) 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 未 来 創 造 事 業  

  ア  事 業 概 要  

      環 境 を テ ー マ と し た Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 組 を 一 層 進 め る た め ， 次 代

を 担 う 高 校 生 を 対 象 と し た 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 講 座 等 を 地 域 企 業

等 と 連 携 し て 令 和 ３ 年 度 か ら 開 催 。  

  イ  目 的  

    急 激 な 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 が 進 展 す る 中 ， 高 校 生 世 代 が 将

来 に わ た っ て 「 住 み た く な る ， 働 き た く な る 」 大 垣 の 未 来 に つ

い て 考 え ， 「 選 ば れ つ づ け る ま ち  お お が き 」 を 実 現 す る た め

に 実 施 し て お り ， 未 来 講 座 の ま と め と し て ， 高 校 生 が 講 座 を 通

し て 学 ん だ 内 容 を 発 表 ， 提 案 す る 成 果 発 表 会 を 実 施 し て い る 。  

ま た ， 小 ・ 中 学 生 は ， 教 育 委 員 会 を 通 じ て 市 と 接 す る 機 会 が

あ る が ， 高 校 生 と の 接 点 が 少 な い 中 で ， Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を テ ー マ と し

た 高 校 生 の 探 求 学 習 を 通 し て 考 え る 力 を 養 う こ と を 事 業 に 結 び

つ け ， 高 校 生 と の 連 携 を 図 る こ と を 目 的 に 事 業 を 開 始 。  

   ウ  講 座 の 種 類 ・ 実 績  

   (ｱ) 基 礎 講 座  

     高 校 の 先 生 か ら の 要 望 も 多 か っ た た め ， Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 基 礎 に

つ い て 専 門 講 師 が 開 催 す る 講 演 会 式 講 座 ， 高 校 の 探 求 学 習 等

を 実 施 。  

   (ｲ) 個 別 講 座  

     大 垣 市 は 産 業 の ま ち で あ る が ， 地 域 の 企 業 が 認 知 さ れ て い

な い こ と も あ り ， 企 業 や 団 体 が 高 校 と 連 携 し て 行 う 連 続 講 座

（ ３ 回 程 度 ） ， 企 業 ・ 団 体 の 環 境 や Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 活 動 や 課 題 等

に つ い て 講 座 を 通 し て 学 び ， そ れ を も と に 高 校 生 が 独 自 に 探

求 学 習 を 行 う 。  
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     ま た ， 企 業 が 取 り 組 ん で い る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 組 に 対 す る 課 題

に 対 し ， 高 校 生 の 意 見 や ア イ デ ア を も ら う 取 組 も 実 施 。  

   (ｳ) 実 践 講 座  

     本 事 業 で 学 ん だ こ と を ア ウ ト プ ッ ト す る た め ， 資 料 の 作 り

方 や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 方 法 に つ い て 学 ぶ 講 座 。  

 

上 記 講 座 を 自 由 に 組 み 合 わ せ ， 先 生 が 高 校 生 の 伸 ば し た い 力

に 応 じ て 平 均 １ 回 か ら ３ 回 程 度 で 講 座 を 組 み ， 実 践 し て い る 。  

   (ｴ) 令 和 ３ 年 度 実 施 事 業  

     ① 令 和 ３ 年 度 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 未 来 創 造 事 業 実 行 委 員

会 ② 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 創 造 事 業 ス タ ー ト ア ッ プ セ ミ ナ ー ③ Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ 基 礎 講 座 ④ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 個 別 講 座 ３ 回 ⑤ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 実 践 講 座

⑥ ア ー カ イ ブ 講 座 の 収 録 ⑦ 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 創 造 事 業 ク ロ ー

ジ ン グ イ ベ ン ト  

   (ｵ) 令 和 ４ 年 度 実 施 事 業  

     ① 令 和 ４ 年 度 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 未 来 創 造 事 業 実 行 委 員

会 ② 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 創 造 事 業 ス タ ー ト ア ッ プ セ ミ ナ ー ③ Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ 指 導 者 講 習 会 ④ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 基 礎 講 座 ⑤ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 個 別 講 座

９ 回 ⑤ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 実 践 講 座 ２ 回 ⑥ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 宣 言 会 ⑦ 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ

ｓ 未 来 創 造 事 業 成 果 発 表 会  

  エ  そ の 他  

    令 和 ３ ・ ４ 年 度 の 参 加 校 は ７ 校 ， 後 援 は ２ 団 体 に よ る 。  

    未 来 創 造 事 業 は 実 行 委 員 会 形 式 で 行 っ て お り ， 大 学 の 先 生 や

事 業 者 ， 商 工 会 議 所 ， 市 民 団 体 ， 高 校 の 先 生 に も 参 加 し て も ら

い ， 連 携 し な が ら 事 業 を 進 め て い る 。  

  オ  課 題  

    商 業 系 や 工 業 系 ， 農 業 系 の 学 校 は 具 体 的 な 取 組 が あ り ， 企 業

連 携 が 図 り や す い が ， 普 通 科 高 校 の 場 合 ， 取 り 組 む 内 容 が 難 し

く 基 礎 講 座 に と ど ま る 傾 向 が あ り ， 開 拓 が 必 要 で あ る ほ か ， ど

う 成 果 に 結 び つ け て い く か を 検 証 し ， 事 業 継 続 を 図 っ て い く か
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が 課 題 。  

(4) 草 木 等 た い 肥 化 推 進 事 業 に つ い て  

  ア  目 的  

    堤 防 等 か ら 排 出 さ れ る 草 木 等 の た い 肥 化 等 に つ い て ， 調 査 研

究 を 行 う こ と に よ り ， た い 肥 活 用 の 可 能 性 と ご み の 減 量 化 ， 環

境 の 保 全 ， な ら び に 循 環 型 社 会 の 構 築 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と

し て い る 。  

  イ  概 要  

   (ｱ) 事 業 の 流 れ  

     梅 雨 明 け 頃 か ら ① 堤 防 の 刈 草 を 始 め ， ク リ ー ン セ ン タ ー の

敷 地 内 に 運 び 込 み ， 1,000平 米 ほ ど の 高 さ ２ メ ー ト ル ま で 積 み

上 げ ， 集 積 ② 一 定 量 た ま り 次 第 破 砕 後 ， た い 肥 化 作 業 を 実 施

③ 契 約 し て い る 畑 に た い 肥 を 活 用 し 作 付 け ④ マ ル シ ェ で 収 穫

物 等 を 販 売 す る こ と で 市 民 に 還 元 す る 流 れ を 一 つ の 事 業 と し

て 実 施 。  

３ 年 間 の 実 証 実 験 の 中 で ， た い 肥 と し て は 十 分 良 質 で ， 残

留 農 薬 に つ い て も 問 題 な い こ と を 確 認 。  

   (ｲ) め ぐ る マ ル シ ェ の 開 催  

た い 肥 を 活 用 し て 育 て た 野 菜 を 使 い ， 料 理 を 作 り 販 売 す る

こ と や ， 産 直 野 菜 と し て 販 売 す る こ と で 市 民 の 手 に 返 す め ぐ

る マ ル シ ェ を 実 施 。  

  ウ  実 績  

初 年 度 65ト ン ， ４ 年 度 150ト ン ， ５ 年 度 約 270ト ン と 順 調 に 増

え て い る が ， 天 気 に 左 右 さ れ る な ど 量 の 見 込 み を 想 定 す る こ と

が ， 難 し い の が 現 状 。  

  オ  効 果 ， 今 後 の 展 望 等  

３ 年 間 の 実 証 実 験 で 実 施 し て お り ， た い 肥 と し て の 効 果 や 作

付 け し た 野 菜 の 状 況 を 調 査 し ， た い 肥 と し て 使 う こ と に 問 題 が

な い こ と を 確 認 し て い る が ， 堤 防 の 刈 草 に よ る た い 肥 化 の た め ，

ペ ッ ト ボ ト ル な ど の プ ラ ス チ ッ ク の 混 入 や ご み の 除 去 が 必 要 だ
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が ， 全 て 取 り 除 い た 上 で の た い 肥 化 は 困 難 で ， ご み 混 じ り の た

い 肥 が 入 る こ と を 承 諾 い た だ い た 上 で ， 畑 づ く り を 行 っ て い る

の が 現 状 。 た い 肥 の 活 用 法 や 市 民 へ の 還 元 法 が 一 つ の 目 標 で あ

り ， 課 題 。  

ご み の 焼 却 で は な く ， 市 民 へ の 配 付 も 含 め て 循 環 型 社 会 の 構 築

に 資 す る 多 様 な 利 用 方 法 を 検 討 し て い く 必 要 が あ り ， 有 益 か つ 必

要 な も の と し て ， 市 民 に 受 け 入 れ て も ら え る 事 業 と し て 検 討 ， 拡

充 し て い き た い 。  

(5) 大 垣 市 環 境 市 民 会 議 に つ い て  

   平 成 12年 ３ 月 に 大 垣 市 環 境 基 本 計 画 を 策 定 し ， そ の 計 画 を 推 進

す る た め ， 平 成 13年 ７ 月 ４ 日 に 設 立 さ れ た 市 民 団 体 。 計 画 策 定 に

向 け て 環 境 に 関 心 を 持 っ て い る 市 民 ， 事 業 者 の 環 境 担 当 や 大 学 の

先 生 な ど 公 募 に よ り ， 参 加 し て い た だ い た 方 を 中 心 に 設 立 。  

   環 境 基 本 の ス ロ ー ガ ン 「 暮 ら し を 変 え て 未 来 に 夢 を 」 の 下 ， 個

人 ・ 団 体 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 協 働 し て ， 様 々 な 環 境 活 動 を 実 践 し て

い る 。  

  ア  会 員 数  

    令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ， 個 人 会 員 68人 ， 団 体 会 員 （ 環 境 保 全

活 動 や 生 き 物 の 保 全 活 動 を 実 施 し て い る 団 体 ） 16団 体 ， 事 業 者

30社 。  

  イ  活 動 内 容  

   (ｱ) 市 民 会 議 活 動 部 会  

     環 境 に 関 心 を 持 っ て 活 動 し た い 個 人 の 登 録 部 会 。 進 め た い

プ ロ ジ ェ ク ト を 提 案 し な が ら 活 動 を 進 め て い る 。  

     ① 水 門 川 い き い き プ ロ ジ ェ ク ト  

      水 の 都 大 垣 の 復 活 と 市 内 の 小 中 河 川 の 豊 か な 自 然 の 再 生

を 目 指 し て 活 動 。 水 質 を 良 く し ， 護 岸 に 自 然 の 緑 を 取 り 戻

し ， 多 様 な 生 き 物 を 呼 び 戻 す こ と を 目 標 と す る 。  

      ま た ， 小 中 学 校 へ の 環 境 出 前 講 座 に よ る 授 業 を 通 し て ，

川 の 良 さ を 伝 え る 活 動 や 水 生 生 物 調 査 の 補 助 等 を 実 施 。  
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     ② く ら し エ コ プ ロ ジ ェ ク ト  

      持 続 可 能 な 社 会 を つ く る た め に ， 市 民 で で き る こ と を 提

案 し ， 環 境 に 良 い 暮 ら し の 実 践 を 目 指 す 。 限 り あ る 資 源 を

大 切 に 使 い た い と い う 願 い の 下 ， 可 燃 ご み の 減 量 や 資 源 循

環 の 啓 発 活 動 ， マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 問 題 に 関 す る 出 前 講

座 な ど を 実 施 。  

     ③ 環 境 ま る ご と 探 検 隊  

      「 身 近 な 自 然 を 感 じ て み よ う 」 を テ ー マ に ， 自 然 か ら 学

ぶ こ と ， 感 じ る こ と を 親 子 で 分 か ち 合 い ， 日 常 生 活 の 中 で

さ ら に 活 か し て も ら う よ う ， 親 子 で の 自 然 体 験 活 動 （ 河 川

に お け る 水 生 生 物 調 査 ， 里 山 自 然 観 察 会 等 ） を 実 施 。  

     ④ ダ ン ボ ー ル コ ン ポ ス ト プ ロ ジ ェ ク ト  

      生 ご み の た い 肥 化 を 通 し て ， 循 環 の 暮 ら し を 広 め る こ と

を 目 指 し ， ベ ラ ン ダ で も で き る ダ ン ボ ー ル コ ン ポ ス ト や バ

ッ ク 型 の コ ン ポ ス ト に よ る 生 ご み た い 肥 化 の 活 動 を 実 施 。  

      ま た ， 生 ご み の た い 肥 化 を 通 し て 循 環 の 暮 ら し を 学 ぶ 出

前 講 座 や た い 肥 を 活 用 し た グ リ ー ン カ ー テ ン 講 座 等 も 実 施 。  

     ⑤ グ リ ー ン サ ポ ー タ ー プ ロ ジ ェ ク ト  

      ユ ニ ー 株 式 会 社 ア ク ア ウ ォ ー ク 大 垣 の 「 墳 井 の 里  香 り

そ よ ぐ 」 公 園 の 維 持 管 理 活 動 を Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 岐 阜 県 園 芸 福 祉

協 会 西 濃 支 部 の 協 力 の 下 実 施 。  

   (ｲ) 自 然 環 境 （ 水 と 緑 ） 部 会  

     市 内 で 以 前 か ら 活 動 し て い る 団 体 の 連 携 を 深 め る た め の 団

体 部 会 。 ハ リ ヨ や 自 噴 水 の 保 全 活 動 ， ホ タ ル を 守 る 活 動 ， 森

を 育 て る 活 動 ， 暮 ら し の 中 で 環 境 活 動 を 実 践 し て い る 婦 人 団

体 等 が 参 画 し て い る 。  

   (ｳ) 事 業 者 部 会  

     環 境 市 民 会 議 の 活 動 趣 旨 に 賛 同 す る 事 業 者 で 構 成 し た 部 会

で ， 事 業 者 の 目 線 か ら 環 境 に 対 し て で き る こ と を 検 討 し ， 推

進 し て い る 。  
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     エ ネ ル ギ ー 問 題 や 二 酸 化 炭 素 排 出 削 減 ， 環 境 に 関 す る 法 律

の 学 習 等 を テ ー マ に 研 修 会 や 先 進 的 な 事 業 所 の 見 学 ， 市 民 活

動 へ の 協 力 等 を 実 施 。  

   (ｴ) そ の 他 事 務 局 事 業  

     ① 環 境 出 前 講 座 コ ー デ ィ ネ ー ト ② 羽 毛 布 団 の 回 収 （ リ サ イ

ク ル ） ③ フ ー ド ド ラ イ ブ ④ 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト シ ス テ ム 運

営 管 理 ⑤ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ カ ー ド ゲ ー ム を 利 用 し た 体 験 学 習 講 座 な ど  

  ウ   市 と の 連 携 に つ い て     

   (ｱ) 大 垣 市 環 境 基 本 計 画 の 推 進 体 制  

     環 境 基 本 計 画 の 目 標 実 現 を 目 指 し ， 市 と 大 垣 市 環 境 市 民 会

議 が 両 輪 と な っ て 事 業 を 実 施 。 特 に 市 民 ， 団 体 ， 事 業 者 に お

け る 活 動 や 連 携 を 市 民 会 議 が 担 っ て い る 。  

   (ｲ) 事 業 補 助  

     大 垣 市 環 境 基 本 計 画 の 推 進 を 図 る 活 動 を 行 う 団 体 へ の 事 業

補 助 と し て 「 大 垣 市 環 境 保 全 事 業 補 助 金 」 を 設 け ， 大 垣 市 環

境 市 民 会 議 の 事 業 を 支 援 。  

   (ｳ) 委 託 事 業  

     市 が 実 施 す る 「 環 境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ お お が き 普 及 啓 発 事 業 」 「 環

境 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ポ イ ン ト シ ス テ ム 運 営 管 理 事 業 」 「 生 ご み た い 肥

化 普 及 推 進 事 務 事 業 」 な ど を 大 垣 市 環 境 市 民 会 議 が 委 託 事 業

と し て 実 施 。  

   (ｴ) 各 種 審 議 会 等 へ の 参 加  

     大 垣 市 環 境 審 議 会 ， 大 垣 市 緑 化 審 議 会 ， 大 垣 市 市 民 環 境 賞

選 考 委 員 会 等 ， 環 境 関 連 の 審 議 会 等 に 大 垣 市 環 境 市 民 会 議 よ

り 委 員 を 派 遣 。  

   (ｵ) ス タ ッ フ 会 議 の 開 催  

     月 に １ 回 程 度 ， 大 垣 市 環 境 市 民 会 議 事 務 局 と 各 部 会 の 役 員 ，

市 に お け る ス タ ッ フ 会 議 を 開 催 し ， 情 報 共 有 や 事 業 活 動 の 連

携 を 図 っ て い る 。  

  エ  課 題  
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こ の 団 体 が で き て か ら ， 20年 近 く た っ て お り ， 計 画 策 定 時 か

ら 参 加 い た だ い て い る 市 民 の 高 齢 化 が 課 題 と な っ て い る 。 核 と

な る 方 が 一 線 か ら 外 れ ， 新 し い 方 々 に も 参 加 い た だ い て い る が ，

全 体 の 連 携 ま で 担 っ て い た だ け る 核 と な る 方 が お ら ず ， 高 齢 化

の 問 題 と 新 し い 方 へ の 移 行 が 難 し い 現 状 が 課 題 と な っ て い る 。   

       

－ 大 垣 市 議 会 －  

 

                 

 

 

 

 

 

 

  ・ 静 岡 県 静 岡 市 （ 静 岡 型 Ｍ ａ ａ Ｓ 基 幹 事 業 実 証 プ ロ ジ ェ ク ト に つ

い て ）  

都 市 局 都 市 計 画 部 交 通 政 策 課 に よ る 説 明  

 (1) 静 岡 型 Ｍ ａ ａ Ｓ 導 入 に 向 け た 取 組 の 経 緯  

   交 通 移 動 手 段 を い か に 維 持 し て い く か が 課 題 で あ る が ， 単 に 交

通 の こ と だ け に と ど ま ら な い 大 き な 社 会 的 意 義 の あ る 事 業 で あ り ，

Ｍ ａ ａ Ｓ に よ る 交 通 サ ー ビ ス の 実 装 は ， 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 社

会 に お い て も 持 続 可 能 な ま ち づ く り ， 住 み 続 け ら れ る ま ち づ く り

に 大 き く 寄 与 す る も の と し て 取 り 組 ん で い る 。  

ア  ま ち づ く り の 課 題  

    静 岡 市 の 中 心 市 街 地 に は 多 様 な 都 市 の 集 積 に よ り ， 一 定 の に

ぎ わ い が あ る が ， 人 口 減 少 や 外 出 率 の 低 下 に 加 え て ， 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 な ど の 社 会 情 勢 の 変 化 に よ り ， 地 域 活

力 は 減 退 傾 向 に あ り ， 人 口 減 少 が 課 題 と な っ て い る 。  
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  イ  都 市 交 通 分 野 の 役 割  

    コ ン パ ク ト ＋ ネ ッ ト ワ ー ク の 集 約 連 携 型 都 市 構 造 に よ り ， 多

分 野 の 施 策 を 支 え ， 今 後 の 交 通 を 考 え て い く 。  

   (ｱ) 公 共 交 通 の 現 状 と 課 題  

     ① 移 動 手 段 確 保 に 向 け た 社 会 的 要 請  

高 齢 運 転 者 に よ る 自 家 用 車 の 誤 操 作 に よ る 交 通 事 故 が 多

発 す る 中 ， 十 分 な 移 動 手 段 が な い 状 況 。  

      ② 静 岡 市 の 公 共 交 通 の 現 状  

運 転 士 不 足 に よ り ， 公 共 交 通 を 担 う こ と が 難 し い 状 況 や

バ ス 利 用 者 の 減 少 ， バ ス 路 線 維 持 費 の 増 加 に よ り ， サ ー ビ

ス の 向 上 が 難 し い 状 況 。  

    需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス が 崩 れ 始 め て お り ， 持 続 可 能 な 公 共 交 通

網 の 構 築 が 課 題 と な っ て い る 。  

   (ｲ) Ｍ ａ ａ Ｓ と は  

     複 数 の 公 共 交 通 や そ れ 以 外 の 移 動 サ ー ビ ス を 最 適 に 組 み 合

わ せ て 検 索 ・ 予 約 ・ 決 済 等 を 一 括 で 行 う サ ー ビ ス で あ り ， 観

光 や 医 療 等 の 目 的 地 に お け る 交 通 以 外 の サ ー ビ ス 等 と の 連 携

に よ り ， 移 動 の 利 便 性 向 上 や 地 域 の 課 題 解 決 に も 資 す る 重 要

な 手 段 と な る も の 。  

     そ の た め ， 地 域 公 共 交 通 網 計 画 の 実 現 の ツ ー ル ， 持 続 可 能

な 公 共 交 通 網 の 構 築 の 手 段 と し て ， 2019年 頃 か ら 静 岡 市 で は ，

Ｍ ａ ａ Ｓ 事 業 に 取 り 組 ん で い る 。  

   (ｳ) Ｍ ａ ａ Ｓ （ デ ジ タ ル ） の 当 初 イ メ ー ジ  

     ① Ｍ ａ ａ Ｓ シ ス テ ム で 移 動 と 活 動 を つ な ぎ ② 多 様 な 移 動 サ

ー ビ ス で 利 用 ニ ー ズ に 応 え る た め ， ③ 活 動 （ 移 動 目 的 ） と の

連 携 で 地 域 の 活 性 を 目 指 し ， 目 的 な ど の 情 報 等 含 め て 一 つ の

シ ス テ ム 化 の 実 現 が 当 初 イ メ ー ジ 。  

   (ｳ) 公 共 交 通 の 目 指 す 姿 （ 交 通 ビ ジ ョ ン 2030）  

     交 通 ビ ジ ョ ン 2030で は ， 過 度 に 自 家 用 車 に 頼 ら な く て も 誰

も が 安 全 ・ 安 心 ・ 快 適 に 移 動 す る こ と が で き ， 多 彩 な 市 民 活
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動 や 住 み 続 け ら れ る ま ち を 下 支 え す る 社 会 イ ン フ ラ を 目 指 し

て い る 。  

     ① 静 岡 市 街 地 部 分  

      基 軸 と な る 大 量 輸 送 手 段 （ 鉄 道 ・ バ ス ） や 多 様 な 端 末 交

通 が 自 由 に 選 択 で き ， 車 が な く て も ス ム ー ズ な 移 動 が で き ，

仕 組 み と し て は 民 間 サ ー ビ ス の 最 大 化 を し て い く 。  

     ② 郊 外 部  

      車 が な く て も ス ム ー ズ に ３ 都 心 に ア ク セ ス で き ， 仕 組 み

と し て は ， 民 間 サ ー ビ ス と 地 域 主 体 の サ ー ビ ス と の 併 用 を

考 え て い く 地 域 に し て い く 。  

     ③ 山 間 部  

      車 が な く て も 生 活 に 困 る こ と は な く ， 仕 組 み と し て は ，

地 域 主 体 の 持 続 可 能 な 運 行 サ ー ビ ス ， 移 動 手 段 の 総 動 員 を

考 え て い く 。  

こ れ ら は ， 実 際 の 交 通 手 段 を し っ か り 持 続 的 に し て い き ，

か つ 「 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 」 と 「 リ ア ル サ ー ビ ス の 充 実 」 の

両 輪 で 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え て い る 。  

   (ｴ) 対 策 仮 説 と 課 題 感  

     持 続 可 能 な 公 共 交 通 網 の 考 え 方 （ 静 岡 市 地 域 公 共 交 通 網 形

成 計 画 ） と し て ， 移 動 サ ー ビ ス の 全 体 最 適 化 ＝ 多 様 な 移 動 サ

ー ビ ス の 強 み ・ 弱 み を 補 完 し 合 う 地 域 交 通 網 に 取 り 組 む 。  

幹 線 交 通 ・ 端 末 交 通 に お け る 役 割 を 明 確 に し て ， 乗 務 員 不

足 下 に お い て も サ ー ビ ス が 維 持 ・ 向 上 を 考 え て い く 。  

考 え 方 を 方 針 と し て 定 め た が ， 「 代 替 移 動 サ ー ビ ス が 事 業

と し て 成 立 す る か 」 「 ど ん な サ ー ビ ス 設 計 が 必 要 か （ 受 容 性

含 む ） 」 等 の 詳 細 検 討 に は 至 っ て い な か っ た 中 で ， 路 線 バ ス

の 代 替 サ ー ビ ス と し て 期 待 さ れ た Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 を 中

心 に 実 証 実 験 を 実 施 す る こ と と な っ た 。  

(2) こ れ ま で の 取 組 に つ い て  

  ア  実 施 体 制 づ く り （ 地 域 主 導 型 Ｍ ａ ａ Ｓ コ ン ソ ー シ ア ム ）  



－23－ 

    令 和 元 年 ５ 月 に 静 岡 Ｍ ａ ａ Ｓ 基 幹 事 業 実 証 プ ロ ジ ェ ク ト と し

て ， 取 組 の 土 台 と な る 地 域 主 導 型 Ｍ ａ ａ Ｓ コ ン ソ ー シ ア ム を 設

立 。  

    官 民 連 携 に よ り 検 討 を 進 め る た め の 組 織 体 と し て 組 成 し ， 代

表 幹 事 と し て 静 岡 鉄 道 株 式 会 社 ， 代 表 幹 事 代 理 と し て 静 岡 市 が

務 め ， 交 通 と 行 政 の ほ か に ， 金 融 ・ 福 祉 ・ 商 業 ・ 観 光 分 野 の 各

事 業 者 に 幹 事 と し て 参 加 い た だ い て い る 。 こ の ほ か ， オ ブ ザ ー

バ ー や 技 術 会 員 （ 都 市 ビ ジ ョ ン の 実 現 に 資 す る 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ

等 を 有 す る 民 間 企 業 ・ 団 体 ） を 広 く 募 集 し ， コ ン ソ ー シ ア ム を

結 成 し て い る 。  

    コ ン ソ ー シ ア ム 組 成 の 必 要 性 と し て ① Ｍ ａ ａ Ｓ は １ 団 体 で は

で き な い ② 自 社 事 業 以 外 の 分 野 別 課 題 が 分 か ら な い ③ 単 一 団 体

の み で の 多 額 の 費 用 負 担 は 困 難 ④ 国 費 調 達 の た め の 受 け 皿 が 必

要 ⑤ シ ス テ ム 等 の 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ が 必 須 ⑥ 民 間 企 業 が 持 つ 資 力

・ コ ネ ク シ ョ ン の 有 効 活 用 が 挙 げ ら れ る 。     

  イ  取 組 の 変 遷  

       年 度 ご と に エ リ ア を 変 え ， サ ー ビ ス 設 計 ・ 受 容 性 ・ 事 業 性 を

検 証 し た 。 エ リ ア ご と の サ ー ビ ス （ ① 運 行 主 体 ② ド ラ イ バ ー の

担 い 手 ③ 使 用 車 両 ） や 利 用 者 （ ① 居 住 人 口 ② 年 齢 構 成 ③ 地 勢 ）

が 異 な る 中 で 事 業 を 実 施 ， 検 証 し た 。  

  (ｱ) 令 和 元 年 度  

コ ン ソ ー シ ア ム を 立 ち 上 げ ， 市 街 地 部 分 （ Ｊ Ｒ 静 岡 駅 以 北

エ リ ア ） で ， 市 内 複 数 の タ ク シ ー 事 業 者 と 連 携 し ， Ａ Ｉ 相 乗

り タ ク シ ー と し て 初 の Ｍ ａ ａ Ｓ 実 験 を 実 施 。  

  (ｲ) 令 和 ２ 年 度  

     郊 外 で ① Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 ＋ 客 貨 混 載 （ 旅 客 運 送 サ ー

ビ ス と 商 品 配 送 サ ー ビ ス を 提 供 ・ 実 験 用 Ｍ ａ ａ Ｓ ア プ リ を 公

開 ） ② リ ア ル タ イ ム 混 雑 情 報 ・ 混 雑 予 測 情 報 提 供 （ 混 雑 情 報

を 提 供 し ， 乗 客 の 自 発 的 な 蜜 回 避 を 促 進 ） ③ 仮 想 ダ イ ナ ミ ッ

ク プ ラ イ シ ン グ （ ク ー ポ ン 配 布 に よ る 混 雑 緩 和 促 進 ×沿 線 活
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性 化 を 検 証 ） ④ 自 家 用 車 運 転 デ ー タ 取 得 ・ 事 業 性 評 価 （ 真 の

移 動 ニ ー ズ を 把 握 し Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 の 事 業 性 を 検 証 ）  

  (ｳ) 令 和 ３ 年 度  

     山 間 部 で ① Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 ＋ 生 活 支 援 サ ー ビ ス （ 中

山 間 地 域 に 応 じ た Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 の 検 証 と 併 せ ， 外 出

の き っ か け づ く り と し て ， 遠 隔 買 い 物 体 験 を 提 供 ） ② Ｏ ｎ ｅ  

ｔ ｏ  Ｏ ｎ ｅ ク ー ポ ン 配 布 （ 個 人 の 移 動 実 態 に 応 じ た ク ー ポ

ン 配 布 に よ り ， 沿 線 店 舗 ・ 鉄 道 の 収 益 向 上 及 び 混 雑 平 準 化 効

果 を 検 証 ） ③ 参 加 型 オ ー デ ィ オ ド ラ マ 「 君 と 巡 る シ ズ オ カ 」

（ 人 気 声 優 と の コ ラ ボ に よ り ， 新 た な 観 光 コ ト づ く り に 挑 戦 )

④ え ら べ る デ マ ン ド 実 験 （ 仮 想 バ ス 停 と し て の Ｅ ｘ ｐ ｒ ｅ ｓ

ｓ Ｐ ｏ ｏ ｌ 型 ・ Ｄ ｏ ｏ ｒ  ｔ ｏ  Ｄ ｏ ｏ ｒ 型 の 受 容 性 を 検 証 ) 

  (ｴ) 令 和 ４ 年 度  

     市 街 地 区 と 山 間 部 で ① Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 ＋ 料 金 多 様 化

（ 選 べ る ３ つ の 料 金 プ ラ ン と し て 月 額 サ ブ ス ク の 提 供 ， 特 定

タ ー ゲ ッ ト へ の 利 用 促 進 活 動 の 検 証 ） ② 事 前 予 約 バ ス ＋ 生 活

支 援 サ ー ビ ス （ 地 元 主 体 の 事 前 予 約 制 バ ス の 運 行 ， 地 域 拠 点

形 成 と し て オ ク シ ズ に ぎ わ い 市 の 開 催 ）  

 (3) Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 実 験 結 果 に つ い て  

  ア  令 和 元 年 度  

    Ａ Ｉ 相 乗 り タ ク シ ー の 実 験 と し て ， 11月 の １ か 月 間 ， ８ 時 か

ら 21時 ま で ク レ ジ ッ ト カ ー ド 決 済 の み で ， タ ク シ ー を 乗 り 合 う

こ と で 通 常 の タ ク シ ー 料 金 か ら 25％ 割 り 引 く 実 証 実 験 を 実 施 。

タ ク シ ー 事 業 者 ９ 社 に 実 験 に 参 画 い た だ い た 。  

   実 験 登 録 者 数 456人 に 対 し て 利 用 者 数 は 179人 に と ど ま る が ， 乗

車 回 数 は 315回 の う ち 相 乗 り 回 数 は 83回 で 相 乗 り 率 は 26.3％ と な

っ た 。 ま た ， ク レ ジ ッ ト カ ー ド の み で 実 施 し た た め ， 高 齢 者 の

利 用 が 難 し く 利 用 に つ な が ら な か っ た 。 移 動 に 制 約 の あ る 方 々

を 助 け る た め の 仕 組 み と し て ， 高 齢 者 に も 利 用 し や す く 乗 り や

す い 車 両 や 選 べ る 支 払 い 手 段 が 必 要 と の 結 果 に な っ た 。 デ ジ タ
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ル の み で 事 業 を 実 施 す る こ と は ， 厳 し い 現 状 を 把 握 し た 。     

  イ  令 和 ２ 年 度  

    ① 支 線 バ ス 路 線 の 代 替 移 動 手 段 と し て の 「 ニ ー ズ 検 証 ， サ ー

ビ ス 設 計 デ ー タ 取 得 ， 利 用 体 験 」 ② 運 賃 外 収 益 （ 宅 配 料 金 ） の

獲 得 に 向 け た 「 ニ ー ズ 検 証 ， サ ー ビ ス 設 計 デ ー タ 取 得 」 ③ ｗ ｉ

ｔ ｈ コ ロ ナ に お け る 生 活 の 持 続 化 （ 商 業 店 舗 ： 来 店 頻 度 向 上 ・

販 路 拡 大 ， 利 用 者 ： 外 出 せ ず に 生 活 で き る 環 境 づ く り ） を Ａ Ｉ

オ ン デ マ ン ド 交 通 に よ る 貨 客 混 載 実 験 の 趣 旨 と し て 実 施 。  

     採 算 は 度 外 視 で １ 回 200円 で 乗 車 ， 回 数 券 も １ か 月 2,000円 ，

決 済 も ク レ ジ ッ ト カ ー ド の ほ か 現 金 も 選 択 で き る 仕 組 み と し た 。  

総 勢 3,503人 の 乗 車 ， 3,044回 の 利 用 回 数 ， 利 用 人 数 も 395人

と な っ た 。 予 約 方 法 を ① コ ー ル セ ン タ ー ② ス マ ホ ア プ リ ③ 呼 び

出 し サ イ ネ ー ジ を 設 け た が ， 70.2％ の 利 用 が ① と な り ， 高 齢 者

を 含 め て 電 話 に よ る 予 約 が 多 く ， ア プ リ に よ る 予 約 は な か な か

難 し い 現 状 で あ っ た 。  

Ｍ ａ ａ ｓ ア プ リ の 検 討 に つ い て は ， 民 間 事 業 と し て の 投 資 が

厳 し い 状 況 で あ る こ と や シ ス テ ム の 連 携 が 開 発 の 改 修 含 め 多 額

な 投 資 が 必 要 と な り ， 現 状 は 厳 し い も の の ， Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド

交 通 の 料 金 を 低 減 化 し ， 乗 り 合 い し て い く こ と の 需 要 は あ る こ

と を 実 験 の 中 で 確 認 す る こ と が で き た 。  

  ウ  令 和 ３ 年 度  

    社 会 福 祉 協 議 会 か ら の 提 案 が あ り ， 福 祉 Ｍ ａ ａ ｓ 実 験 を 実 施 。

企 画 の 背 景 と し て ① 静 岡 市 は 少 子 高 齢 化 が 進 行 し ， 高 齢 化 率 は

30％ で 全 国 平 均 を 上 回 る ② 都 市 部 に お い て も 高 齢 者 を 中 心 に 移

動 制 約 が 生 じ て い る 状 況 で ， ボ ラ ン テ ィ ア 輸 送 に よ り 高 齢 者 が

高 齢 者 を サ ポ ー ト し て い る 実 態 も あ り ， 持 続 性 に 課 題 が あ る ③

高 齢 者 ド ラ イ バ ー に よ る 交 通 事 故 等 が 社 会 問 題 化 し て い る 一 方

で ， 免 許 返 納 後 の 外 出 機 会 の 維 持 ・ 創 出 に 向 け た 交 通 手 段 の 確

保 が 課 題 と な っ て い る な ど の ， 高 齢 者 等 を 中 心 に 自 家 用 車 利 用

に 依 存 し な い 外 出 手 段 の 確 保 が 必 要 と な っ た 。  
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    企 画 の 方 向 性 ・ 目 的 と し て ① 高 齢 者 を 中 心 に ， 新 た な 交 通 手

段 と し て 「 オ ン デ マ ン ド 交 通 」 が 受 け 入 れ ら れ る か を 検 証 ② 新

た な 移 動 サ ー ビ ス の 利 用 促 進 に 必 要 な シ ス テ ム （ ハ ー ド ・ ソ フ

ト ） の 抽 出 ・ 検 討 ③ オ ン デ マ ン ド 交 通 の 充 実 に よ る 免 許 返 納 の

促 進 と 新 た な 外 出 手 段 と し て の 活 用 可 能 性 を 検 証 ④ フ レ イ ル 度

の 改 善 ・ 健 康 寿 命 の 延 伸 に つ な が る よ う な ， 外 出 機 会 の 創 出 に

寄 与 す る か の 検 証 な ど を 進 め て き た 。  

    実 験 に あ た っ て は ， 社 会 福 祉 協 議 会 の 高 齢 者 の 移 動 確 保 に 関

す る 要 望 を 踏 ま え ， 高 齢 者 を 対 象 に Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 を 運

行 す る ほ か ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 日 常 生 活 圏 域 を も と に エ

リ ア を 設 定 し た 。  

    無 料 の 期 間 を １ か 月 設 け ２ か 月 間 実 施 し た が ， 無 料 期 間 が 終

了 す る と 利 用 件 数 も 減 少 し た 。 利 用 目 的 は 高 齢 者 を 対 象 と し て

い た こ と も あ り ， 買 い 物 や 通 院 目 的 が 多 く ， 買 い 物 は 普 段 の 活

動 頻 度 は 高 い が 自 転 車 や 徒 歩 で の 移 動 が 多 く ， 通 院 は 頻 度 は 低

い が バ ス や タ ク シ ー で の 移 動 が 多 い 結 果 と な っ た 。  

     利 用 割 合 と し て は ， Ｅ ｘ ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ Ｐ ｏ ｏ ｌ 型 よ り も Ｄ ｏ ｏ

ｒ  ｔ ｏ  Ｄ ｏ ｏ ｒ 型 の 利 用 が 多 い こ と が わ か っ た 。 Ｅ ｘ ｐ ｒ

ｅ ｓ ｓ Ｐ ｏ ｏ ｌ 型 は ， Ｄ ｏ ｏ ｒ  ｔ ｏ  Ｄ ｏ ｏ ｒ 型 と 比 べ ， 細

街 路 の 利 用 割 合 が 約 半 減 ， 同 一 目 的 地 の 場 合 ， 車 両 を 利 用 す る

時 間 が 約 ２ 割 減 少 す る 移 動 も 見 ら れ ， 安 全 性 ・ 効 率 性 が 高 い 運

行 と な っ た 。  

   エ  令 和 ４ 年 度  

    こ れ ま で の 実 証 実 験 を 踏 ま え ， の り あ い 放 題 の 実 証 実 験 に 併

せ ， タ ク シ ー の サ ー ビ ス と し て ， サ ブ ス ク 券 （ 月 額 ， 指 定 時 間

帯 ・ 範 囲 は 乗 り 放 題 ） を 民 間 サ ー ビ ス の 事 業 化 の 検 討 と 連 動 さ

せ た 上 で 実 証 実 験 を 実 施 。  

  (ｱ) 背 景  

     民 間 事 業 者 が バ ス 停 か ら 自 宅 ま で の ラ ス ト ワ ン マ イ ル を 補

完 す る 交 通 と し て ， 市 街 地 で の 民 間 事 業 と し て 成 立 す る か に
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つ い て 実 証 実 験 を 行 っ て い く こ と と な っ た 。  

  (ｲ) 事 業 内 容  

     市 街 地 中 心 部 で 10時 か ら 17時 ま で の 時 間 帯 ， 週 に ２ 往 復 以

上 利 用 す る 方 や 定 額 で 利 用 し た い 方 向 け に ３ つ の 料 金 プ ラ ン

を 設 け ， の り あ い 放 題 （ ① 65歳 以 上 ② 子 育 て 世 代 ③ ７ ５ 歳 以

上 の 免 許 返 納 者 ） を 月 額 の サ ブ ス ク 券 を 発 行 し 利 用 促 進 を 促

し た 。 ま た ， 手 軽 に 利 用 し た い 方 や 定 額 で 利 用 し た い 方 向 け

に ， 回 数 券 や ア プ リ を 利 用 す る と 割 引 な ど の 事 業 を 実 施 。  

こ れ ま で の 実 証 実 験 と 異 な る 点 は ， 料 金 設 定 を 少 し 高 額 と

す る こ と で ， 民 間 事 業 と し て の 採 算 制 の 検 証 を 加 え た と こ ろ 。      

  (ｳ) 利 用 促 進 活 動  

      新 聞 折 込 や ポ ス テ ィ ン グ に よ り エ リ ア 内 全 て の 住 民 に 周 知

を 実 施 し た ほ か ， 個 人 病 院 ， 得 ス ポ ッ ト 協 力 店 等 民 間 事 業 者

や Ｓ Ｎ Ｓ ， メ デ ィ ア を 通 じ た 周 知 を 実 施 し た 。 ま た ， 特 定 タ

ー ゲ ッ ト （ 高 齢 者 ， 免 許 返 納 者 ， 子 育 て 世 代 ） に 特 化 し た 利

用 促 進 活 動 も 実 施 し た 。  

  (ｴ) 利 用 実 績  

     途 中 速 報 で は あ る が ， 市 街 地 の 在 住 者 は ６ 万 人 程 度 に も 関

わ ら ず ， 総 登 録 者 が 68人 ， 総 利 用 回 数 285回 と な り ， 民 間 事 業

と し て 成 立 さ せ る こ と は 困 難 な 状 況 で あ る こ と が わ か っ た 。  

     要 因 と し て は ， 料 金 的 な 面 だ け で は な く ， 時 間 帯 や 各 エ リ

ア の 問 題 も あ り 採 算 性 と い う と こ ろ で は ， 事 業 と し て 成 立 さ

せ る の は 厳 し い 状 況 で あ る 。  

(4) 中 山 間 地 Ｍ ａ ａ Ｓ 実 験 結 果 に つ い て  

中 山 間 部 は 高 齢 化 率 も 高 く ， 過 疎 化 が 進 ん で い る 地 区 と な り ，

出 か け る 手 段 を 取 り 込 む 必 要 が あ り ， 令 和 ３ ・ ４ 年 度 で 実 証 実 験

を 実 施 。  

   ア  令 和 ３ 年 度  

  (ｱ) 玉 川 の り あ い 号 実 証 実 験  

     10年 間 で 人 口 が 30％ 減 少 し て い る 地 区 で ， コ ミ ュ ニ テ ィ 維
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持 が 困 難 と な り つ つ あ り ， 地 区 住 民 の 移 動 手 段 確 保 に 対 す る

危 機 意 識 が 高 い 地 域 で あ る 。 地 域 の 困 り ご と と し て 買 い 物 や

通 院 な ど の 移 動 が 挙 げ ら れ て お り ， 地 区 外 へ の 移 動 ニ ー ズ が

高 い と い う こ と で ， オ ン デ マ ン ド 交 通 で の 実 証 実 験 を 玉 川 地

区 内 の 福 祉 施 設 の 遊 休 車 両 や 自 治 会 連 合 会 所 有 車 両 を 使 用 し ，

実 施 。  

     総 乗 車 人 数 は 118人 で 予 約 方 法 は 約 ８ 割 が 電 話 か ら の 予 約 で

あ り ， デ ジ タ ル 機 器 へ の 抵 抗 感 が 強 い こ と が う か が え た 。  

  (ｲ) 遠 隔 お 買 い 物 体 験  

     地 域 の 協 力 者 が ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行 き ， ス マ ー ト グ ラ

ス の 映 像 を 会 場 （ 玉 川 生 涯 学 習 交 流 館 ） の モ ニ タ ー に 投 影 し ，

参 加 者 は 「 玉 川 の り あ い 号 」 を 利 用 し て 会 場 に 集 ま り ， モ ニ

タ ー の 映 像 を 見 な が ら ， 協 力 者 と 遠 隔 で 会 話 し な が ら 買 い 物

を す る 。 ま た ， 商 品 が 届 く ま で の 間 ， 地 域 の サ ロ ン ・ 交 流 の

場 と し て 活 用 す る 。  

     ２ か 月 間 全 ６ 回 開 催 し ， 参 加 者 は 延 べ 41人 で 平 均 購 入 価 格

は 約 2,960円 ， 購 入 傾 向 と し て は ， か さ ば る 物 や 重 い 物 の 購 入

が 多 か っ た 。 無 回 答 を 除 く 全 て の 参 加 者 が ， 参 加 し て 良 か っ

た と 回 答 し ， コ ミ ュ ニ テ ィ と し て 集 ま る 機 会 が あ っ た こ と が

良 か っ た と い う 意 見 が あ る 一 方 で ， 直 接 商 品 を 見 て 買 い 物 を

し た い と い う 意 見 も 多 か っ た 。     

  イ  令 和 ４ 年 度  

    大 河 内 地 区 と 梅 ヶ 島 地 区 で 地 域 住 民 を 運 転 手 に し て ， 拠 点 形

成 と 連 携 し た デ マ ン ド 型 区 域 運 行 を 実 施 。 移 動 サ ー ビ ス 車 を 集

め て ， 生 活 支 援 と に ぎ わ い を 創 出 す る 事 業 。  

    総 乗 車 人 数 は 49人 で 利 用 日 は に ぎ わ い 市 開 催 日 に 集 中 し ， 非

開 催 日 の 運 行 は 少 な か っ た 。  

  (ｱ) 過 年 度 実 験 と の 違 い  

     高 齢 者 で も 比 較 的 利 用 率 の 高 い Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ か ら 予 約 可 能 な シ

ス テ ム を 導 入 。 市 の 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に は ８ 万 人 が 登 録 し て い る 。
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ま た ， 実 際 に 商 品 を 見 て 買 い 物 し た い と い う ニ ー ズ が 一 定 数

あ っ た こ と か ら ， 移 動 サ ー ビ ス 車 を 集 め ， 市 街 地 ま で 行 か な

く て も 買 い 物 が で き る サ ー ビ ス （ に ぎ わ い 市 ） 設 計 と し た 。    

(5) 自 動 運 転 実 験 に つ い て  

グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ と し て ， 時 速 19キ ロ ま で の 車 両 で ，

自 動 運 転 が ど う い う も の か を 市 民 の 方 に も 知 っ て も ら う こ と に 加

え ， 需 要 喚 起 も 含 め ， 令 和 ５ 年 度 に 実 証 試 験 を 実 施 。  

駿 府 城 公 園 周 辺 （ 静 岡 市 歴 史 博 物 館 か ら 大 河 ド ラ マ 館 ） を １ 周

40分 程 度 で ， １ 日 ５ 便 （ 各 便 ６ 人 ） 運 行 し た 。 総 乗 車 人 数 は 607人

で 予 約 率 は 約 99％ ， 乗 車 率 約 92％ で ， 新 し い 技 術 を 体 験 し て み た

か っ た と の 意 見 が ８ 割 以 上 で あ っ た 。 自 動 運 転 の 良 か っ た 点 と し

て ， 乗 務 員 が 乗 っ て お り 安 心 感 が あ っ た と の 意 見 が ６ 割 以 上 で ，

市 民 の 受 容 性 を 高 め る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た 。  

(6) そ の 他 の 取 組 に つ い て  

   ア  静 鉄 沿 線 Ｍ ａ ａ Ｓ （ ク ー ポ ン 配 布 に よ る 行 動 変 容 促 進 実 験 ）  

   公 共 交 通 を 維 持 さ せ て い く た め に ， 分 野 間 連 携 と し て ， 交 通 と

商 業 の 連 携 施 策 と し て ２ 年 間 に わ た っ て 実 施 。  

    経 済 的 イ ン セ ン テ ィ ブ で 行 動 を 変 え る こ と が で き る か を 検 証

す る た め に 事 業 を 実 施 し た が ， シ ス テ ム 構 築 の 費 用 負 担 が 大 き

く ， 経 済 活 性 化 ＝ 生 活 支 援 の 要 素 に な り う る こ と を 確 認 。  

  イ  観 光 Ｍ ａ ａ Ｓ （ エ ン タ メ コ ン テ ン ツ に よ る 観 光 周 遊 促 進 実 験 ) 

   エ ン タ メ と 連 携 し た 周 遊 コ ン テ ン ツ に よ り ， 静 岡 県 に ゆ か り の

あ る 声 優 と 擬 似 体 験 デ ー ト 体 験 な ど ， ル ー ト 計 ５ か 所 に 音 声 を

ダ ウ ン ロ ー ド で き る 仕 掛 け を し て 楽 し ん で も ら う 事 業 を 実 施 。

有 名 な イ ン フ ル エ ン サ ー に 周 知 を 依 頼 し た た め ， 約 113万 回 の 反

応 が あ っ た も の の ， 参 加 者 は 数 百 人 程 度 と い う 成 果 と な っ た 。  

  ウ  移 動 サ ー ビ ス の 全 体 最 適 化 に 係 る 事 業 性 評 価 に つ い て  

    モ ビ リ テ ィ 関 連 デ ー タ を 取 得 ， 交 通 ・ 都 市 政 策 と の 連 携 事 業

と し て 経 済 産 業 省 に 採 択 さ れ た 事 業 。 こ れ は ， モ ビ リ テ ィ か ら

デ ー タ を 取 得 ・ 可 視 化 し ， よ り 効 率 的 な 移 動 を 実 現 す る な ど 都
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市 政 策 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う も の 。     

  (ｱ) 実 験 実 施 事 項 と 実 験 結 果  

     ① 自 家 用 車 移 動 デ ー タ （ ① 位 置 情 報 ② 時 刻 情 報 ③ 加 速 度 情

報 ） を 取 得 し ， 地 域 の 移 動 実 態 把 握 及 び Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交

通 の サ ー ビ ス 設 計 ・ 事 業 性 評 価 を 行 う 。  

② 取 得 デ ー タ か ら 運 転 ス コ ア リ ン グ レ ポ ー ト を 提 供 し ， 自

家 用 車 か ら 移 動 サ ー ビ ス へ の 転 換 を 促 す 。  

  (ｲ) 事 業 実 施 に 至 っ た 課 題 感  

     従 来 は ， 定 性 デ ー タ や ア ン ケ ー ト デ ー タ に 基 づ い て 政 策 立

案 さ れ て お り ， 方 針 ま で は 定 性 デ ー タ を 軸 と し て の 作 成 で も

可 能 だ が ， 新 モ ビ リ テ ィ の 実 装 段 階 に お い て は ， 事 業 成 立 性

な ど ， よ り 具 体 的 に 検 証 す る 必 要 が あ っ た が ， 定 量 デ ー タ に

基 づ く Ｅ Ｂ Ｐ Ｍ の 知 識 が な い こ と が 課 題 と な っ て い た 。  

     そ こ で ， 事 業 性 評 価 の 検 証 事 項 と し て ① 導 入 サ ー ビ ス と 利

用 者 ニ ー ズ の マ ッ チ 度 ② 導 入 サ ー ビ ス の 収 支 バ ラ ン ス ③ そ の

他 必 要 事 項 の ３ つ の 視 点 で 最 終 的 な 評 価 を 行 う こ と と し た 。  

  ( ｳ )  実 施 事 項 詳 細 （ Ａ Ｉ オ ン デ マ ン ド 交 通 の サ ー ビ ス 設 計 ・ 事

業 性 評 価 ）  

     ① 運 行 エ リ ア の 設 定 ② 移 動 サ ー ビ ス の 全 体 最 適 化 の 具 体 方

針 の 検 討 ③ 時 間 帯 別 必 要 車 両 台 数 の 算 定 な ど パ ラ メ ー タ を 設

定 し て 事 業 性 を 検 証 し た 。  

     特 に 収 支 バ ラ ン ス の 検 証 で は ， 収 入 支 出 の 費 目 を 検 証 し た

と こ ろ ， 月 数 百 万 円 の 赤 字 と な り 年 間 数 千 万 円 の 赤 字 が 見 込

ま れ ， 事 業 の 持 続 性 は 困 難 で あ り 再 検 証 の 必 要 性 を 確 認 し た 。  

  (ｴ) 今 後 の 取 組 方 針  

① 利 用 者 （ 地 元 自 治 会 ） と の 対 話 ・ 理 解 促 進 （ 許 容 待 ち 時

間 ） と し て ， 収 支 成 立 性 を 高 め る た め に は 許 容 待 ち 時 間 を 多

少 犠 牲 に せ ざ る を 得 な い と 想 定 さ れ る こ と か ら ， 許 容 し て も

ら う こ と の 対 話 が 必 要 と な る 。  

② 既 存 交 通 事 業 者 と の 協 議 ・ 調 整 と し て ， 移 動 サ ー ビ ス の
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全 体 最 適 化 に 向 け て は ， バ ス 路 線 再 編 に あ た っ て は ダ イ ヤ の

見 直 し や 乗 務 員 の 配 置 な ど ， よ り 具 体 的 な 議 論 ・ 検 証 を 行 っ

て い く 必 要 が あ る 。  

③ 収 支 計 算 の さ ら な る 精 緻 化 ・ 実 装 後 の サ ー ビ ス ・ 収 支 改

善 に 向 け た デ ー タ 分 析 の 実 施 と し て ， 実 際 に 運 行 し な が ら 再

検 証 し て い く 必 要 が あ る 。  

こ れ ら 一 連 の 検 証 に お け る Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ に よ る 効 果 と し て ， 定

量 デ ー タ に 基 づ き 具 体 策 を 検 討 で き る こ と に よ り ， 次 に 行 う

べ き こ と が 明 確 に な る と 考 え る 。  

   

－ 静 岡 市 議 会 －  

 

 

 

 

 

 

 

７  そ の 他  

  特 に な し  

８  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

  視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 の と お り  



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  大野 祐司 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

１）岐阜県岐阜市「未来技術社会実装事業について」 

２）岐阜県大垣市「環境ＳＤＧｓおおがき推進プロジェクトについて」  

３）静岡県静岡市「静岡型ＭａａＳ基幹事業実証プロジェクトについて」  

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

１） 岐阜市の中心部を自動運転バスで行う実装事業の背景は、運転 

免許を持たない高齢者、バス停までの短距離の移動が困難な交通弱者の増

加、バス運転手不足による地域交通の持続が困難になりつつあるなどがあげ

られる。目指す将来像としては、公共交通への自動運転技術の導入を推進し、

持続性の高い公共システムの構築である。 

令和元年に岐阜市公共交通自動運転技術活用研究会を設立し、令和２年に自

動運転実証実験をおこない、令和３年に自動運転バスを走らせ、令和４年に

約１か月の実証実験をおこない、１５３７人の体験乗車があった。 

令和５年４月に改正された道路交通法において、自動運転レベル４とされる

特定条件下での完全自動運転（オペレーターなし）が可能となり、本年度か

ら、まずは自動運転レベル２（オペレーター１名乗車）で始め、５年間の実

装期間内に自動運転レベル４まで行うもの。令和５年１１月２５日から全国

初の岐阜市中心市街地での自動運転実験を行う。 

現時点では、まだ客寄せ的な面はあるが、持続可能な公共交通ネットワーク

の構築に向けて、素晴らしいと取り組みであると感じた。 

調布市においては、まだ乗り合いタクシーの実験段階であるが、岐阜市の取

り組みを参考に、自動運転バスにも取り組むべきと強く感じた。 

 

２） 環境ＳＤＧｓおおがき推進プロジェクトは、環境ＳＤＧｓおおがき 

未来創造事業と、環境ＳＤＧｓおおがき普及啓発事業、草木等たい肥化事業

の３つからなっている。  

環境ＳＤＧｓポイントは、環境省が推進するエコアクションポイントを利用



し、環境に関する講演会や環境イベントに参加、コンポスト基材を購入、  

大垣祭りの清掃活動に参加などでポイントが付与される。このポイントを  

利用して、大垣市指定ゴミ袋やたい肥で育てた野菜などと交換できる。  

このようなポイント事業は調布市でも進めるべきで、私の令和４年第４回定

例会の一般質問でも行った。  

環境ＳＤＧｓおおがき未来創造事業は、次代を担う高校生を対象とした 

環境未来講座などを地域企業と連携して行うもので、令和３年度から実施し

ている。これは、急激な人口減少や少子高齢化が進展する中、高校生世代が

将来にわたって「住みたくなる、働きたくなる」大垣の未来について考え、

「選ばれつづけるまち おおがき」を実現するためのもので、未来講座のま

とめとして、高校生が講座を通して学んだ内容を発表、提案する成果発表会

を実施している。調布市においても、高校生世代が継続して住み続けられる

よう魅力を発信することが重要と考える。 

令和３年度から始めている草木等たい肥事業の推進は、主に堤防などから排

出される草木のたい肥化を行うものであるが、ペットボトルやお菓子のゴミ

袋も含まれているため、多くの人に幅広く利用いただくことは難しい。令和

３年度は６５トン、４年度１５０トン、令和５年度２７０トン」と着実に伸

ばしている。 

 

３） 静岡市は、中心市街地は一定の賑わいはあるが、人口減少や外出率の 

低下、コロナの影響を受け、地域活力は減退傾向にある。市域は南北に８３ 

ｋｍと長く、住民はほとんど南部の海寄りの平坦な場所に居住している。 

静岡型ＭａａＳは路線バスの代替サービスとして、ＡＩオンデマンド交通を

中心に実証実験を実施した。 

令和元年度にコンソーシアムを立ち上げ、ＡＩ相乗りタクシーの実験を実

施。実験参画タクシー事業者９社、実験参画車両２１台で、利用者数１７９

人（利用登録者数４５６人）、乗車回数３１５回、相乗り回数８３回（相乗り

率２６．３％）であった。 

令和２年度にＡＩオンデマンド交通として実験用ＭａａＳアプリ「しずてつ

Ｍａｐｓ」を公開し、令和３年度に中山間地域に応じたＡＩオンデマンド交

通の検証とあわせて外出のきっかけづくり（遠隔買い物体験）を提供した。



遠隔買い物体験は２か月間で６回実施し、参加した市民は、延べ４１人、１

回あたりの平均参加人数は６．８人、購入価格は平均２９６０円であった。 

令和４年度にはＡＩオンデマンド交通の料金体系は、のりあい放題（月額固

定料金）、１２回券や、のりあい都度払いなど多様化し、相乗りタクシーだけ

でなく、事前予約制バスを運行した。ＡＩ相乗りタクシー事業においての静

岡市の感想として、予約アプリや支払いシステムなど、コストをかければ使

い易いものになるが、採算ラインに乗せるのはかなり難しいとのことであっ

た。 

令和５年度は、自動運転実験を始め、８人乗り、時速 19ｋｍの小型バス（グ

リーンスローモビリティ）で、総乗車人数６０７人、予約席数６５４席（総

席数６６０）、乗車率や約９２％であった。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

１）調布市においては、まだ乗り合いタクシーの実験段階であるが、岐阜市

の取り組みや静岡市を参考に、自動運転バスにも取り組むべきと強く感じ

た。また、調布市北部地域のデマンド交通実験を行うが、何とか採算ベース

に乗るようなものにできることを要望する。 

 

２）調布市の環境政策においても、高校生世代が継続して住み続けられるよ

う魅力を発信することが重要と考える。 

以上  
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視 察 等 個 別 部 分 報 告 書  作 成 者 氏 名  清 水  仁 恵  

１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

令 和 ５ 年 度  建 設 委 員 会  行 政 視 察  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

岐 阜 県 岐 阜 市  未 来 技 術 社 会 実 装 事 業 に つ い て  

岐 阜 市 に お い て 近 年 継 続 し て 実 施 さ れ る 未 来 技 術 社 会 実 装 事 業 の 展

開 に つ い て 視 察 を 行 っ た 。 岐 阜 市 で は 令 和 元 年 ～ ３ 年 に か け 、 階 層 構

造 の 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 自 動 運 転 の 展 開 に よ る 地 域 先 進 モ ビ リ

テ ィ シ ス テ ム を 構 築 す る 地 域 活 性 化 事 業 が 実 施 さ れ た 。 本 事 業 実 施 の

背 景 に は 、 運 転 免 許 を 保 持 し な い 高 齢 者 や バ ス 停 ま で の 短 距 離 移 動 が

困 難 な 交 通 弱 者 の 増 加 、 バ ス 運 転 手 不 足 に よ る 地 域 交 通 の 持 続 が 困 難

と な っ て い る こ と 、 中 心 市 街 地 の 活 力 低 下 な ど の 課 題 を 抱 え る こ と か

ら 、 こ れ ら 課 題 解 決 に 向 け た 取 組 と し 、 中 心 市 街 地 の 循 環 バ ス 路 線 に

お け る 自 動 運 転 の 実 証 実 験 と 市 民 の 体 験 乗 車 （ 体 験 乗 車 数 ： 令 和 ２ 年

度 196 人 ・ 令 和 ３ 年 514 人 ） や 、 郊 外 部 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 路 線 に お け

る オ ン デ マ ン ド 運 行 が 導 入 さ れ 、 令 和 ４ 年 か ら 令 和 ５ 年 に か け て は 、

持 続 可 能 で 利 便 性 の 高 い 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 目 指 し た 自 動 運 転 技

術 の 導 入 事 業 と し て 交 通 弱 者 の 増 加 は 基 よ り 、 持 続 可 能 で 利 便 性 の 高

い 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 が 重 要 と い っ た 背 景 か ら 、 自 動 運 転 社

会 実 装 へ の 取 組 が 本 格 的 に 実 施 さ れ た 。  

令 和 ２ 年 に 岐 阜 県 内 で 初 め て 中 心 市 街 地 の 公 道 を 自 動 運 転 バ ス が 走

行 し 、 令 和 ３ 年 に 県 内 初 の ハ ン ド ル や ア ク セ ル 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル の 無

い 自 動 運 転 バ ス が 走 行 と 段 階 的 な 取 組 実 績 を 重 ね 、 令 和 ４ 年 度 に は 市

民 の 交 通 利 便 性 向 上 に 加 え 、 観 光 地 へ の ル ー ト 延 伸 も 検 証 さ れ 、 1537

人 の 体 験 乗 車 数 を 記 録 し て い る 。  

直 近 令 和 ４ 年 の 取 組 検 証 で は 、 歩 者 分 離 の 無 い ル ー ト で 約 ８ 割 の 区

間 の 自 動 運 転 が 実 現 、 自 動 右 折 に ９ ８ ％ の 確 率 で 成 功 す る と い っ た 技

術 の 検 証 か ら 走 行 環 境 整 備 の 対 応 を 要 す る と さ れ 、 体 験 乗 車 に よ る 自

動 運 転 技 術 へ の 信 頼 性 の 増 加 と い っ た 調 査 結 果 か ら は 、 長 期 間 の 継 続



第３号様式（第４関係） 

 

し た 運 行 に よ る 乗 車 機 会 の 増 加 や 、 市 民 に 対 す る 啓 発 実 施 な ど に よ っ

て 低 速 で 走 行 す る こ と へ の 理 解 を 求 め る こ と や 路 上 駐 車 が 運 行 の 妨 げ

に な る こ と へ の 周 知 な ど 社 会 受 容 性 向 上 へ の 対 応 が 求 め ら れ る と の こ

と で あ っ た 。  

令 和 ５ 年 ４ 月 に 改 正 さ れ た 道 路 交 通 法 に お い て 、 自 動 運 転 レ ベ ル ４

と さ れ る 特 定 条 件 下 で の 完 全 自 動 運 転 （ ド ラ イ バ ー フ リ ー ） が 可 能 と

な っ た こ と か ら 、 岐 阜 市 が 複 数 年 次 に わ た り 段 階 的 に 進 め て き た 取 組

の 効 果 を 発 揮 で き る 可 能 性 は 大 き い と 感 じ た 。 令 和 ５ 年 度 は 段 階 的 な

イ ン フ ラ 整 備 と 社 会 受 容 性 の 更 な る 向 上 に 向 け た 取 組 が 継 続 さ れ お

り 、 中 で も 市 内 全 小 学 校 を 対 象 と し た 体 験 乗 車 が 実 施 さ れ る と の こ

と 、 先 進 技 術 に 触 れ る 機 会 創 出 は 子 ど も 達 が 未 来 を 描 け る 取 組 に つ な

が る も の と 評 価 で き る 。 今 後 、 岐 阜 市 で は 令 和 ９ 年 度 ま で に 自 動 運 転

レ ベ ル ４ を 目 指 す と の こ と で あ る 。 壮 大 な 予 算 と 時 間 を 要 す る 稀 に 見

る 先 進 的 な 事 業 の 視 察 で あ っ た が 、 全 国 的 に 増 加 す る 交 通 弱 者 の 問 題

や 運 転 士 不 足 な ど の 全 国 的 社 会 問 題 の 一 端 を 解 決 す る 糸 口 と な り 得 る

岐 阜 市 の 取 組 が 契 機 と な り 人 口 減 少 社 会 へ の 備 え と な っ て 全 国 へ 拡 大

す る こ と に 期 待 す る と 同 時 に 、 調 布 市 に お い て そ の 恩 恵 に 預 か れ る 日

が 到 来 す る こ と を 待 ち 望 む も の で あ る 。  

 

岐 阜 県 大 垣 市  環 境 SGDs お お が き 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

大 垣 市 で は 昨 今 の 地 球 温 暖 化 に よ る 異 常 気 象 や 地 殻 変 動 や 食 糧 不 足

な ど に 対 す る 意 識 の 高 ま り か ら 注 目 さ れ る 持 続 可 能 な 開 発 目 標 で あ る

SDGs を 環 境 分 野 か ら 市 民 に ア プ ロ ー チ す る 「 環 境 SDGs お お が き 推 進

プ ロ ジ ェ ク ト 」 に つ い て 視 察 を 行 っ た 。  

「 環 境 SDGs お お が き 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 で は ① 未 来 創 造 事 業 （ 人

材 育 成 ） ② 普 及 啓 発 事 業 （ 周 知 ） ③ 草 木 等 た い 肥 化 事 業 （ 資 源 循 環 ）

の 事 業 が 実 施 さ れ て い る 。  

①  未 来 創 造 事 業 （ 人 材 育 成 ） で は 、 令 和 ３ 年 度 か ら 環 境 を テ ー マ

と し た SDGs の 取 組 を 一 層 進 め る た め 、 行 政 ・ 市 民 団 体 ・ 企 業 が

連 携 し 、 高 校 生 を 対 象 と し た 環 境 SDGs 未 来 講 座 等 が 実 施 さ れ て
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お り 、 令 和 ３ 年 度 ・ ４ 年 度 は 市 内 高 等 学 校 ７ 校 が 参 加 、 講 座 を

通 し た 学 び の 成 果 発 表 を 行 っ た 。 ま た 、 教 員 に 向 け て も 指 導 者

講 習 会 が 開 催 さ れ て い る 。 令 和 ６ 年 度 に は ８ 校 が 参 加 す る 見 込

み と の こ と で あ っ た 。 地 域 の 高 校 生 が 地 域 活 動 や 産 業 な ど に 触

れ る 機 会 を 創 出 し 、 地 域 の 魅 力 発 見 や 地 域 課 題 を 学 び 、 シ ビ ッ

ク プ ラ イ ド 醸 成 を 図 り 人 材 育 成 に つ な げ る こ と が 未 来 創 造 事 業

の 目 的 と さ れ る 。 実 施 さ れ た 講 座 の 某 回 に お い て は 、 「 フ ァ ッ

シ ョ ン 産 業 と SDGs」 と い っ た 内 容 や 、 市 長 や 行 政 職 員 の 講 話 の

み な ら ず 、 環 境 SDGs 活 動 を 推 進 す る Z 世 代 現 役 モ デ ル を 招 聘

し 、 高 校 生 も 参 画 し た パ ネ ル ト ー ク を 実 施 す る な ど 、 繊 維 で 発

展 し た 大 垣 市 の 利 点 が 活 か さ れ た 若 年 層 に 対 す る 環 境 SDGs へ の

ア プ ロ ー チ が 図 ら れ て い る と 感 じ た 。  

②  普 及 啓 発 事 業 で は 、 市 民 の 環 境 行 動 へ の 動 機 付 け と な る こ と が

目 的 と さ れ た 環 境 イ ベ ン ト へ の 参 加 や 資 源 循 環 の 取 組 へ 環 境

SDGs ポ イ ン ト （ エ コ ア ク シ ョ ン ポ イ ン ト ） を 付 与 し 、 環 境 グ ッ

ズ や コ ン ポ ス ト 等 の 環 境 配 慮 商 品 と 交 換 可 能 と い っ た 市 民 の 環

境 行 動 へ の 支 援 が 実 施 さ れ て い る 。 講 習 会 や 講 演 会 へ の 参 加 で

「 学 ぶ 」 、 コ ン ポ ス ト 等 購 入 や そ の 利 用 を sns で 発 信 す る な ど

「 実 践 す る 」 、 た い 肥 を 市 に 提 供 す る な ど 「 循 環 さ せ る 」 こ と

で ポ イ ン ト が 貯 ま り 、 貯 め た ポ イ ン ト は 指 定 ゴ ミ 袋 な ど に 交 換

で き る 仕 組 み と な っ て い る 。 こ の 仕 組 み が あ る こ と に よ り 、 コ

ン ポ ス ト 購 入 費 補 助 制 度 が 市 民 に 周 知 さ れ 、 活 用 が 図 ら れ 循 環

し た 環 境 行 動 へ つ な が る 利 点 が あ る と 感 じ た 。  

③  草 木 等 た い 肥 化 事 業 で は 、 堤 防 等 か ら 排 出 さ れ る 草 木 等 の た い

肥 化 等 に つ い て 調 査 研 究 を 行 う こ と に よ り 、 た い 肥 活 用 の 可 能

性 と ご み 減 量 化 ・ 環 境 保 全 ・ 循 環 型 社 会 の 構 築 へ 寄 与 す る こ と

が 目 的 と さ れ 、 堤 防 の 刈 草 を 集 積 ⇒ 破 砕 し て た い 肥 化 ⇒ た い 肥

を 活 用 し 作 付 け ⇒ 収 穫 し た 作 物 等 を マ ル シ ェ で 販 売 と い っ た 資

源 循 環 の 取 組 と し て 令 和 ３ 年 度 よ り 展 開 さ れ て お り 、 調 査 研 究

３ 年 目 の 令 和 ５ 年 度 実 績 は 、 た い 肥 化 量 ２ ７ ０ ト ン と の こ と で
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あ る 。  

し か し な が ら 、 堤 防 の 刈 草 に は 投 棄 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル な ど の ゴ ミ

や プ ラ ス チ ッ ク が 混 入 し て お り 、 た い 肥 を 幅 広 く 活 用 す る こ と が 困 難

と い っ た 課 題 を 抱 え て い る そ う だ 。 と は 言 え 、 た い 肥 を 活 用 し 作 付 け

さ れ 、 収 穫 し た 野 菜 を 産 直 野 菜 と し て 販 売 す る こ と や そ れ ら を 調 理 し

カ レ ー ラ イ ス と し て 商 品 販 売 す る と い っ た 資 源 循 環 の プ ロ セ ス を 市 民

が 身 近 に 実 感 で き る 「 め ぐ る マ ル シ ェ 」 開 催 は 、 壮 大 と も い え る 工 夫

さ れ た 取 組 で あ り 感 嘆 し た 。  

そ の 他 、 平 成 13 年 に 設 立 さ れ た 個 人 ・ 団 体 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 協 働

し 環 境 活 動 の 実 践 を 図 る 「 大 垣 環 境 市 民 会 議 」 に つ い て 話 を 伺 っ た 。

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、 個 人 会 員 68 人 、 団 体 会 員 16 団 体 、 事 業 者

30 社 と 大 規 模 な 会 議 体 で あ り 、 活 動 も 活 発 で あ る こ と が 窺 え た 。 市

民 会 議 は 特 に 市 民 ・ 団 体 ・ 事 業 者 に お け る 活 動 や 連 携 を 担 っ て い る そ

う で あ り 、 大 垣 市 か ら の 環 境 保 全 事 業 補 助 金 に よ る 支 援 を 受 け 、 前 項

に 記 述 し た 普 及 啓 発 事 業 の 一 部 を 市 か ら の 委 託 事 業 と し て 実 施 し て い

る 。 ま た 、 市 民 会 議 か ら は 各 種 環 境 関 連 の 審 議 会 等 へ 委 員 が 派 遣 さ れ

て い る な ど 、 密 接 な 連 携 が 図 ら れ て い る と 感 じ た 。  

調 布 市 に お い て は 、 環 境 分 野 か ら の 特 に 若 年 層 に 対 す る SDGs へ の

ア プ ロ ー チ な ど 環 境 行 動 へ の 新 た な 動 機 付 け や 、 環 境 人 材 育 成 、 効 果

的 な 啓 発 手 法 な ど 、 事 業 者 も 含 む 市 民 と の 連 携 を 強 化 す る な ど 、 ゼ ロ

カ ー ボ ン シ テ ィ を 推 進 す る に あ た り 大 垣 市 に 学 ぶ 方 策 を 多 く 要 す る 。

今 後 提 案 し て い き た い 。  

 

静 岡 県 静 岡 市  静 岡 型 MaaS 基 幹 事 業 実 証 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

静 岡 市 は 複 数 の 公 共 交 通 や 、 そ れ 以 外 の 移 動 サ ー ビ ス な ど の 地 域 交

通 が 一 定 量 存 在 し て い る こ と か ら 、 2019 年 に 策 定 さ れ た 「 静 岡 市 地

域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 」 の 実 現 に 向 け 、 移 動 ニ ー ズ に 対 応 し た 複 数 の

公 共 交 通 や そ れ 以 外 の 移 動 サ ー ビ ス を 最 適 に 組 み 合 わ せ 検 索 ・ 予 約 ・

決 済 等 を 一 括 で 行 う サ ー ビ ス と さ れ る MaaS （ Mobility as a 

Service） に 注 目 し 、 移 動 目 的 地 で の サ ー ビ ス 等 と の 連 携 を 図 り 相 乗
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効 果 を 得 る 取 組 を 実 施 す る な ど 、 過 去 よ り 静 岡 型 基 幹 事 業 実 証 プ ロ ジ

ェ ク ト に 取 り 組 ま れ て い る 。  

初 日 に 視 察 を 行 っ た 岐 阜 市 同 様 、 バ ス 利 用 者 減 少 、 路 線 維 持 費 増 加

や 運 転 士 不 足 、 高 齢 運 転 者 に よ る 事 故 増 加 な ど の 課 題 を 抱 え る 中 、 持

続 可 能 な 公 共 交 通 網 の 構 築 が 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 過 度 に 自 家 用

車 に 頼 ら な く と も 、 誰 も が 安 心 安 全 快 適 に 移 動 す る こ と が で き 、 多 彩

な 市 民 活 動 や 住 み 続 け ら れ る ま ち を 下 支 え す る 社 会 イ ン フ ラ 整 備 を

「 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 」 と 「 リ ア ル サ ー ビ ス の 充 実 」 の 両 輪 で 取 り 組

む 必 要 が あ る と の こ と で あ っ た 。  

取 組 の 土 台 と し て 、 交 通 ・ 観 光 ・ 商 業 ・ 福 祉 ・ 金 融 ・ 行 政 が 連 携 を

図 れ る 様 、 令 和 元 年 に 地 域 主 導 型 コ ン ソ ー シ ア ム を 組 成 し た 。 同 年 、

市 内 複 数 の タ ク シ ー 事 業 者 と 連 携 し た 初 の MaaS 実 験 事 業 と な っ た AI

乗 り 合 い タ ク シ ー が 実 施 さ れ た 。  

令 和 ２ 年 度 は AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +貨 客 混 載 ・ リ ア ル タ イ ム 混 雑 情

報 ・ 混 雑 予 測 情 報 提 供 ・ 仮 想 ダ イ ナ ミ ッ ク プ ラ イ シ ン グ ・ 自 家 用 車 運

転 デ ー タ 取 得 ・ 事 業 性 評 価 な ど が 実 施 さ れ た 。  

令 和 ３ 年 度 は AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +生 活 支 援 サ ー ビ ス ・ One to One

ク ー ポ ン 配 布 ・ 参 加 型 オ ー デ ィ オ ド ラ マ 「 君 と 巡 る シ ズ オ カ 」 ・ 選 べ

る デ マ ン ド 実 験 な ど が 実 施 さ れ た 。  

令 和 ４ 年 度 は AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +料 金 多 様 化 ・ 事 前 予 約 制 バ ス +

生 活 支 援 サ ー ビ ス に 発 展 さ せ る 、 年 度 ご と に 実 施 エ リ ア を 変 え 様 々 な

事 業 が 実 施 さ れ た 。  

 

詳 細 に 伺 っ た 令 和 元 年 １ １ 月 に 約 １ か 月 実 施 さ れ た 「 AI 乗 り 合 い

タ ク シ ー 」 は 、 市 内 ９ つ の タ ク シ ー 事 業 者 と 連 携 し た 福 祉 に 特 化 し た

社 会 実 験 で あ る 。 21 台 の 車 両 が 参 画 し 、 運 用 時 間 は 8 時 ～ 21 時 、 決

済 方 法 は ク レ ジ ッ ト カ ー ド の み 、 利 用 料 金 は 通 常 運 賃 比 25％ 割 引 、

登 録 し た の は 456 人 で あ っ た が 、 実 際 に 利 用 し た の は 179 人 で あ り 、

1 人 当 た り の 利 用 は 1.8 回 、 利 用 し た 約 ４ 割 が 相 乗 り を 体 験 し た と の

こ と で あ る 。 利 用 者 に つ い て は 40 代 男 性 が 最 も 多 く 、 50 代 男 性 が そ
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の 後 に 続 く 。 60 代 以 上 の 利 用 は 全 体 か ら 見 る と 少 数 で あ り 、 決 済 方

法 を 含 め 、 利 用 す る た め の 一 連 の 流 れ が 高 齢 者 に と っ て は 障 壁 と な っ

た も の と 思 わ れ る 。  

令 和 ２ 年 度 の 「 AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +貨 客 混 載 」 は 、 ５ 台 の 車 両 を

活 用 し 、 旅 客 運 送 と 商 品 配 送 を 同 時 に 提 供 す る サ ー ビ ス と し て の 取 組

で あ る 。 利 用 料 は 都 度 払 い 、 配 送 の み の 利 用 は 無 料 と し 、 決 済 方 法 は

ク レ ジ ッ ト カ ー ド と 現 金 、 予 約 方 法 は ア プ リ に 加 え 、 電 話 と 呼 び 出 し

サ イ ネ ー ジ が 採 用 さ れ た 。 約 ２ か 月 間 で 実 際 に 乗 車 利 用 し た の は

3503 人 で 、 宅 配 依 頼 回 数 は ７ 回 で あ っ た 。 会 員 登 録 を 行 っ た の は 、

令 和 元 年 の 取 組 同 様 40 代 が 最 も 多 く 、 50 代 が 後 に 続 き 、 60 代 70 代

80 代 の 利 用 も 一 定 程 度 あ り 、 90 代 の 利 用 も 確 認 で き た 。 予 約 に つ い

て は コ ー ル セ ン タ ー 利 用 が 最 も 多 く 、 高 齢 者 が コ ー ル セ ン タ ー を 利 用

し て 予 約 し た こ と が 推 測 で き る 。 静 岡 市 の 分 析 で は 、 継 続 し て 取 り 組

め ば 利 用 者 の 増 加 が 見 込 ま れ る が 、 料 金 設 定 が 課 題 に な る と の こ と で

あ っ た 。  

令 和 ３ 年 度 は 「 AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +生 活 支 援 サ ー ビ ス 」 と し て 実

験 エ リ ア 内 の 65 歳 以 上 に 限 定 し た サ ー ビ ス と し て 約 ２ か 月 に 渡 り 取

り 組 ま れ た 。 静 岡 市 の 高 齢 化 率 は 30％ と 全 国 平 均 を 上 回 る 。 高 齢 者

が 高 齢 者 を サ ポ ー ト す る 実 態 は 、 そ の 持 続 性 が 課 題 と 捉 え ら れ 、 高 齢

ド ラ イ バ ー に よ る 交 通 事 故 や 免 許 返 納 後 の 外 出 手 段 の 確 保 等 も ま た 課

題 と さ れ て お り 、 オ ン デ マ ン ド 交 通 が 高 齢 者 に 受 け 入 れ ら れ る か と い

っ た こ と に 苦 慮 さ れ た そ う で あ る 。 「 AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +生 活 支 援

サ ー ビ ス 」 は ２ つ の エ リ ア に お け る そ れ ぞ れ ２ 台 の 車 両 を 活 用 し た 取

組 で あ る 。 Ａ 地 区 の 乗 降 ス ポ ッ ト は 約 １ ０ ０ 箇 所 、 Ｂ 地 区 の 乗 降 ス ポ

ッ ト は 約 ６ ０ 箇 所 で 実 施 さ れ た 。 乗 降 ス ポ ッ ト は 社 会 福 祉 協 議 会 の 要

望 を 踏 ま え 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 日 常 生 活 圏 域 を 基 に 設 定 さ れ

た 。 利 用 料 金 は 300 円 （ 乗 降 ス ポ ッ ト ⇔ 乗 降 ス ポ ッ ト ） ・ 400 円 （ 自

宅 や 施 設 前 ⇔ 自 宅 や 施 設 前 or 乗 降 ス ポ ッ ト ） ・ 500 円 （ 運 行 エ リ ア

内 ⇔ 運 行 エ リ ア 外 特 定 ス ポ ッ ト ） と 、 利 用 の 仕 方 に よ り 異 な り 、 予 約

方 法 は ア プ リ と 電 話 、 決 済 方 法 は 現 金 の み と し た 。  
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約 ２ カ 月 間 の 利 用 件 数 は Ａ 地 区 171 件 、 Ｂ 地 区 137 件 で あ り 、 運 行

形 態 で は 乗 降 ス ポ ッ ト に 比 べ 、 自 宅 や 施 設 前 か ら 利 用 し た こ と が 運 行

形 態 別 デ ー タ に 現 れ て い た こ と か ら 、 高 齢 者 は door to door で の 輸

送 を 望 ん で い る こ と が 窺 え た 。  

令 和 ４ 年 度 は 「 AI オ ン デ マ ン ド 交 通 +料 金 多 様 化 」 と い う 形 で 、 限

定 さ れ た エ リ ア 内 で 対 象 者 を 限 定 せ ず 取 り 組 ま れ た も の で あ る 。 特 に

利 用 促 進 に 注 力 し 、 エ リ ア 内 全 戸 ポ ス テ ィ ン グ の み な ら ず 、 新 聞 折 込

も ２ 回 実 施 さ れ 、 市 の 施 設 以 外 に も 小 売 店 を は じ め と し た 民 間 施 設 で

の チ ラ シ や ポ ス タ ー に よ る 周 知 が 盛 ん に 行 わ れ た よ う で あ る 。 そ の

他 、 市 報 ・ 民 放 テ レ ビ ジ ョ ン 放 映 ・ ラ ジ オ 放 送 ・ 新 聞 掲 載 な ど あ ら ゆ

る 手 段 で の 周 知 が 行 わ れ た そ う で あ る 。 ま た 、 高 齢 者 ・ 免 許 返 納 者 ・

子 育 て 世 代 に 特 化 さ れ た 利 用 促 進 活 動 も 進 め ら れ た そ う で あ る 。  

令 和 ４ 年 度 の 取 組 に 関 し て は 、 未 だ 調 査 結 果 は 発 表 さ れ て い な い た

め 、 途 中 速 報 と し て の デ ー タ で は あ る が 、 現 段 階 で は ８ ０ 代 女 性 の 登

録 が 最 も 多 く 、 登 録 者 の ３ 割 近 く が 新 聞 折 込 で 情 報 を 得 た と さ れ て い

る こ と か ら 、 周 知 活 動 が 一 定 の 効 果 を 奏 し た と 同 時 に 、 複 数 年 に 渡 る

取 組 が 浸 透 し た と い っ た 効 果 も 考 え ら れ る 。 今 後 発 表 さ れ る と 思 わ れ

る 静 岡 市 の 調 査 結 果 を 拝 見 し 、 改 め て 考 察 し た い と 考 え て い る 。  

そ の 他 、 令 和 ３ 年 ・ ４ 年 に 実 施 さ れ た 買 物 不 便 地 域 で あ る 中 山 間 地

に お け る 実 証 実 験 の 話 も 伺 っ た 。 遠 隔 お 買 い 物 体 験 や 乗 り 合 い 等 の 実

証 実 験 の 利 用 者 は 主 に 高 齢 者 で あ り 、 デ ジ タ ル 機 器 へ の 抵 抗 感 が 強 い

こ と が 課 題 と な っ た こ と か ら 、 高 齢 者 で も 比 較 的 利 用 率 の 高 い 「 Ｌ Ｉ

Ｎ Ｅ 」 を 活 用 し た 予 約 シ ス テ ム を 導 入 す る な ど 工 夫 が な さ れ た 。 ま た

買 い 物 に つ い て は 、 オ ン ラ イ ン 上 で の 買 い 物 で は な く 、 実 際 に 商 品 を

見 て 買 い 物 を し た い と い う 一 定 ニ ー ズ が 見 ら れ た こ と か ら 、 移 動 サ ー

ビ ス 車 を 集 め 、 買 い 物 の で き る サ ー ビ ス 設 計 と し た こ と で 、 生 活 支 援

と 賑 わ い の 創 出 に つ な が っ た と の こ と で あ っ た 。  

以 上 、 今 回 の 視 察 に お い て 学 ん だ 先 進 事 例 は 、 今 後 建 設 委 員 会 の 中

で も 議 論 と な る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 調 布 市 に お け る 交 通 政 策 に つ

い て も さ ら な る 見 識 を 深 め て お き た い 。  
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３  そ の 他 （ 今 後 の 課 題 ・ 調 査 研 究 す べ き テ ー マ 等 ）  

  全 て 文 中 に 記 載 。  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  磯邉 隆 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

①岐阜県岐阜市「岐阜市未来技術社会実装事業」について 

②岐阜県大垣市「環境ＳＤＧｓおおがき推進プロジェクト」について 

③静岡県静岡市「静岡型ＭａａＳ基幹事業実証プロジェクト」について 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

①岐阜県岐阜市の「岐阜市未来技術社会実装事業」について 

岐阜市は人口４０１，２９４人、面積は２０３.６０㎢と調布の約１０倍の

広さ。岐阜市未来技術社会実装事業は岐阜県の窓口としての交通の要所であ

るが、効率化を目指しての新たな取り組み、運用形態を模索することに端を

発している。 

「バスまちば」と呼ばれるコンビニエンスストアとの共同事業は店内で雨風

をしのぎながらバスを待つことができる事業である。今後はバスの駅名をス

ポンサー名にすることで新たな収入源になるのではと考える。 

また〇〇行き、などの名称ではなく、コミュニティバスにはそれぞれ「あい

あいバス」や「ほっとバス」「みわっこバス」等、愛称が付けられており、

利用者に親しみを与えていた。 

今回の一番の見どころであった 5 か年計画の自動運転バスの運行を目前に

控え、大変想いのある部長の熱弁でこれまでの様々なご苦労を拝聴した。 

Ｒ１年度に岐阜市公共交通自動運転技術活用研究会発足後、翌年（Ｒ２年度）

の中心市街地の実証実験にて１９６人が体験、Ｒ３年度にはハンドル・アク

セル・ブレーキのない自動運転バスを５１４人が体験した。またＲ４年度に

は歩行者と車両が分離されていない川原町を通る岐阜公園ルートを追加し、

１５３７人が体験。 

自動運転レベルも５段階設定し、順次進行している。現時点では完全な自動

化はできず、乗務員もつき、また障害物（植栽等）の対応等で必要以上に人

員が必要になっている現実があった。また私からは高齢者等の人の手が必要

な場合やバスジャックのようなトラブルの際での対応をどうするのか？を



質問させて頂いた。まだ現時点では人の手の介在が必要不可欠のようであ

る。 

未来技術社会実装事業の体制としては、国や警察・経済団体やタクシー事業

者の自動運転研究会、銀行や保険会社や鉄道会社といった民間と名古屋大学

や岐阜大学のスマートシティぎふ推進コンソーシアムといった座組みであ

る。私からは産官学民の連携をさらに図るべく、学の参入をもっと推進する

のはという問いに対し、残念ながら岐阜市内には工学系の大学が無いとのこ

とであった。 

約２年前に出来た新庁舎はとても素晴らしく、また敷地内に隣接した新しい

図書施設「ぎふメディアコスモス」は本を蔵書し、閲覧できるだけでなく、

地域の HUB となるべくコミュニティ機能も多数兼ね揃えていた。「拡大図書

機」や「研究のへや」（完全個室の自習室）などの設備も充実。また、庁舎

近隣には新しい大型マンションが立ち並んでおり、近未来的な出で立ちであ

った。少し離れたアーケード街は、空テナントも目立ち、地方都市の問題点

を浮き彫りにしていた。車中心から人中心へのまちづくりを目指していると

のことであり、道路活用事例も複数個所で見られ、ベンチやテーブルセット

等を使い、居心地のよい空間を生み出している。 

最後に新しい議場も拝見し、シックな温かさと裁判所のような規律を感じさ

せる内装であった。バリアフリーはもとより、ガラス張りの個室の親子席も

設けられていた。 

 

②岐阜県大垣市の「環境ＳＤＧｓおおがき推進プロジェクト」 

大垣市は人口約１５．８万人、面積は２０６．５７㎢。全国でも珍しい他の

自治体を挟んでの“飛び地”のある自治体。地下水が豊富で水道水は地下水

１００％、庁舎横の湧水も飲めた。環境ＳＤＧｓおおがき普及支援センター

も開設しており、環境ＳＤＧｓに全庁挙げて取り組んでいる印象を受けた。 

 

環境ＳＤＧｓおおがき推進プロジェクトは大きく以下の３本の事業から成

り立っている。 

未来の おおがき人を育成する「環境ＳＤＧｓおおがき未来創造事業」 

資源の循環をめざす「草木等たい肥化事業」 



ＳＤＧｓの 輪を広げる「環境ＳＤＧｓおおがき普及啓発事業」 

・特に注目した点は先進事例として環境省が推進する全国共通のポイントプ

ログラム「おおがき環境ＳＤＧｓポイント」を導入している事である。生ご

みのたい肥化等の実践等でポイントがたまり、ためたポイントでコンポスト

の資材や野菜の詰め合わせ、有料化が始まったばかりの市指定家庭用ゴミ袋

との交換ができる仕組みである。「イベント等での周知を頑張っているが、

労力に対しての実績が少なすぎる。魅力的な賞品が少ない等の課題もあるの

では？ユニークな取り組みであり、個々の意識を変えていかないといけない

タイミングに来ているので、先行事例として頑張って頂きたい」と意見を述

べた。 

・「環境ＳＤＧｓおおがき未来創造事業」 

大垣地域の高校生等を対象に、ＳＤＧｓの概要や、企業等による環境 ＳＤ

Ｇｓの取り組みなどをテーマとした環境ＳＤＧｓ未来創造講座を授業の一

環として開催。目的としては人口減少、少子高齢化を抑制すべく、高校生世

代に「住みたくなる、働きたくなる」街を意識づけるという側面もある。授

業に組み込むことにより全高校生がＳＤＧｓに触れることが出来るのは大

変アドバンテージが高いと感じた。 

・「草木等たい肥化事業」 

堤防等から排出される草木等をクリーンセンターでたい肥化し、市民菜園等

で農作物の栽培に利用することにより、ごみの減量化や環境の保全、資源の

循環に繋げる。そのたい肥でできた野菜をマルシェ等のイベントで提供して

いる。まだ田畑の多い大垣であれば需要もあるが、公共用地での伐採の雑草

にはペットボトルやお菓子の袋などのゴミも混在し、それを了解の上で農家

も使っている現状がある。ポイ捨てをさせない機運の醸成も必要であり、環

境ＳＤＧｓがそれを担う側面もあるのではと考える。 

・「環境ＳＤＧｓおおがき普及啓発事業」 

地球温暖化対策啓発事業…ＳＤＧｓカードゲームを用いて体験学習講座を

開催※講師費負担が課題。 

木枠コンポスト普及推進事業…市民等が県産材製の木枠コンポストを活用

して、家庭等から排出される剪定枝や落ち葉等をたい肥化し、菜園等に利用。 

 



・大垣市環境市民会議 

大垣市にも環境市民会議が存在し、環境ＳＤＧｓの普及啓発に一役買ってい

る。個人だけでなく、団体・事業者・行政も協働しており、機能的に動いて

いる印象を受けた。（個人会員６８人、団体会員１６団体、事業者３０社） 

私自身もちょうふ環境市民会議の理事であるため、互いに情報交換を行っ

た。市民団体であるとその時々のキーパーソンに依るところが大きく、一時

的に盛り上がりを見せるが、後継者が育たず、高齢化で活動は停滞気味にな

りやすい。ただ大垣市に関しては事務局を行政が担っており、少なくとも会

の運営はなりたっているという現状があり、とても羨ましく感じた。 

岐阜市同様、庁舎が出来たばかりでとても綺麗であった。 

最上階の展望室からは花火が目の前で見れるそうで、障害者の方優先で開放

したとのこと。 

 

③静岡県静岡市の「静岡型ＭａａＳ基幹事業実証プロジェクト」 

静岡市は人口約７０万人の政令指定都市、面積は１,４１２㎢。面積は広い

が、山間部も多く（約７０％）、比較的コンパクトな都市。市議会は歴史的

建造物になっており、築９０年の歴史がある。 

 

ＭａａＳとは Mobility as a Service の頭文字で地域住民や旅行者一人一人

のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移

動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス

であり、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携によ

り、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となることか

ら、国交省が推進している。 

・静岡市の全体課題・交通課題は全国他都市と同様、（静岡市全体の課題と

して）人口減少・少子高齢化（静岡市の交通課題として）持続可能な公共交

通網の構築が必要であり、しずおかＭａａＳの取り組みが開始された。 

①ＡＩオンデマンド交通実験 

Ｒ１年度セダンタイプでＡＩオンデマンド交通実証実験 

Ｒ２年度ジャンボサイズでＡＩオンデマンド交通実証実験 

②移動実態の可視化・事業性評価 



③実験準備（実験参加規約の作成）（実験ＰＲ活動）（機運醸成活動）（関係

法令整理）（ドライバー講習会・運転体験会の実施） 

 

・ＭａａＳコンソーシアムの設立（Ｒ１…１２団体、Ｒ２…３０団体、Ｒ５

…４１団体）官×民のお互いの強み・弱みを補完し合いながら取組みを迅速

に推進しており、シナジー効果が生まれている。 

私からは「産・官・学・民の連携こそ必要であり、大学など“学”をもっと

取り込むべきだと思われる。 

 

・行政視点からの問題点としては「どうやってマネタイズするか？／新サー

ビスは、習うより慣れろの『体験教育』が大事／地域側に不足するＩＴ知識

／ 人財育成の近道は具体事例にトライすべき／大変な庁内合意・予算取り

／立ちはだかる２つの差『知識差』『温度差』／ブレインの必要性」が挙げ

られている。 

 

・山間部ＭａａＳ実験 

令和３年度は「玉川のりあい号実験」「遠隔お買い物体験（遠方のスーパー

での買い物要員がスマートグラスを用い、山間部の生涯学習交流館でのモニ

ターを見ながら注文する）を行った。のりあい号の予約の８割は電話であり、

やはり住民はデジタルに抵抗感があるようであった。買い物は多くの方が体

験出来たことを喜んでいたが、やはりリアルに現物を手に取って選びたいと

のことであった。令和４年度は予約を利用率の高いＬＩＮＥに変更し、電話

予約より１００円値下げした事で“お得感”によりＬＩＮＥ予約が急増した。 

買い物では現物が見たいというニーズに対して様々な種類の移動サービス

車を集め、にぎわい市を開催し、好評を博した。 

 

私からは「地方の高齢者のデジタルへの親和性の低さを鑑み、自動運転にな

ったとしても、やはり人型のものは必要であり、ペッパー君の設置の検討も

あるとよいと考える。 

 

最後に築９０年の議場を見学した。ちょうど市内の小学６年生が授業の一環



でこども議会をやっていた。市内の学校で実施するそうである。主権者教育

に大変効果があると感じた。 

 

 

まとめ）今回の視察としては地方都市における広域交通問題の先進事例の取

り組み及び効果、また課題を沢山吸収することができた。デマンドタクシー

の取り組みにも色々生かす事ができそうである。なかなかデジタルと高齢者

との親和性の問題もあり、少し時間が掛かりそうであるが兆しもある。 

環境ＳＤＧｓの取り組みに関してはポイントプログラムが大変ユニークで

あり、景品の少なさもあるかもしれないが、もっと戦略的な周知が必要であ

ると考える。 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

本文にあり 

 

 

 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  川畑英樹 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和５年調布市会議会建設委員会行政視察 

10 月 16 日-岐阜市議会・（未来技術社会実装事業について） 

10 月 17 日-大垣市議会・（環境 SDGs おおがき推進プロジェクトについて） 

10 月 18 日-静岡市議会・（静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトについて） 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

・10 月 16 日-岐阜市議会・（未来技術社会実装事業ついて） 

2023 年度建設委員会行政視察の初日は、岐阜市議会において未来技術社

会実装実験について、岐阜市議会において行った。 

未来技術社会実装事業、この事業の背景には、深刻な人口減少がある、日

本の人口減少の推移は、現在 126146 千人が 50 年後には 4000 万人 31％減少

86996 千人となり平均すると一年間に 80 万人毎年山梨県が消滅しているこ

とになる。岐阜市においても減り続け 20 年後には 40,8 万人が 35,1 万人と、

5,7 万人減少すると予想されている。すなわち、生産年齢人口の減少が顕著

で、市税収入への影響が懸念され、公共施設等に維持管理コストの減少、人

件費削減が必要になってくることが必須である。 

 岐阜市地域公共交通計画の基本方針として「公共交通とまちづくりが連携

した持続可能な地域公共交通を構築します」とある。将来の公共交通を維持

するために、様々な努力をしている。 

 公共交通への自動運転技術の導入がある。その課題と背景には運転免許を

保有しない高齢者・移動が困難な交通弱者の増加、バスの運転者不足での地

域交通の維持困難、中心市街地の活力低下などが挙げられる。課題解決に向

けた取り組みとして、非効率的な運行となっているコミュニティーバスにお

いて、オンデマンド運行の形態を導入するとともに、自動運転化を検討して

いる。そのうえで、中心部の循環バス路線のバスタイプの自動運転車両によ

る実証実験を行っている。国の 100％補助で、２ルートおよそ 40 分で検証

を行っている、現在は自動運転レベルは 2 の段階で、運転士が乗り込みハン



ズフリーで進行前方には補充員が、安全を確認しながらの試行運転を行って

いると説明を受けた。将来的には、特定条件下で完全自動運転レベル 4 を目

指しているとの事だった。観光客など市街地中心部には多くの人が行き来し

ている状況は、路線上での AI カメラセンサーの技術・事故に対するリスク・

人員削減への課題など自動運転まだまだ課題が多いと感じた。一方で、新た

な取り組みとして、バスまちば事業を始めている、雨や風などの影響を受け

ることなく、お店の中で、快適にバスを待てるように、バス停付近の民間施

設（コンビニ等）と協力してバスの待合スペースとして活用する事業で、現

在 9 のコンビニが協力している。この事業に関しては、地域性もあるが有効

利用ができれば活用できるのではと思う。 

 

 

・10 月 17 日-大垣市議会・（環境 SDGs おおがき推進プロジェクトついて） 

行政視察 2 日目の 10 月 17 日は、大垣市議会において環境 SDGs おおがき

推進プロジェクトついて視察を行った。 

環境 SDGs おおがき推進プロジェクトは、未来のおおがき人を育成するた

めの、環境 SDGS おおがき未来創造事業・SDGS の輪を広げよう、環境 SDGS

おおがき普及啓発事業・資源の環境をめざそう、草木等たい肥化事業の 3

つの柱で成り立っている。環境 SDGS おおがき未来創造事業は、次世代を担

う高校生を対象に SDGS の基礎について企業や団体が高校と連携して専門講

師が開催する講演会式講座、又自ら高校生が SDGS の探求学習等を実施。 

環境 SDGS おおがき普及啓発事業は、児童・生徒が遊びながらカードゲーム

で未来をシミュレーションして環境を学んで行く啓発事業。生ごみ等たい肥

化推進事業の流れは、環境 SDGS ポイント（エコアクションポイント）を付

与し資源循環する事業で貯めたポイントはコンポストなどの機材に交換で

きたりするが、認知度が低い・登録数がまだ少ない・交換アイテムが少ない

などまだまだ、課題が多いと感じた。生ごみ等のたい肥化するためのコンポ

ストの種類が多く用意されていた、調布においては電気式のゴミ処理機に対

して、補助を行っているが、設置式・ダンボール式・LFC コンポスト・木枠

コンポストなどが用意されていた、本市おいて、ポイント制度のエコ循環な

ど参考にするべきではないかと感じた。 



10 月 18 日-静岡市議会・（静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトについて） 

 行政視察 3 日目の 10 月 18 日は、静岡市議会において静岡型 MaaS 基幹事

業実証プロジェクトについて視察を行った。 

静岡型 MaaS のマースとは、地域住民や旅行者一人一人の移動ニーズに対応

して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検

索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地にお

ける交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向上においての課

題解決の手段である。移動をもっと便利に・移動目的地との連携で相乗効

果・デジタルの力を有効活用としている。これまで、この目的で、実証実験

を行ってきた。AI オンデマンド交通実験に関して、2019 年から 4 年に渡り

（実験エリア・車両のタイプ台数・支払方法・予約システム・法令に関して）

など多岐に方式を試してきた。現在は、のりあい放題エリア限定で行ってい

る・サブスク方式に似ていると感じた。静岡市も先に視察した、岐阜市と同

様の問題で、施策取り組みを行っている。日本各地の都市においても、同じ

問題を抱えていると実感する。 

地域性があるが、調布においても交通不便地区にオンデマンド交通実証実験

を行っている。今回に視察においてまだまだ課題は残るものの、我が市でも、

参考になる部分は、取り入れていければと感じた次第である。非常に有意義

な視察であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

本文中に記載。 

 

 



第３号様式(第４関係) 

 

視察等個別部 分報 告書  作成者氏名  鈴木宗貴  

１  視察（研 修・ 視察研修）の 実施 名称 （テーマ ）  

①  岐阜県岐阜市 「未 来技術社会実 装事 業について 」  

②  岐阜県大垣市 「環 境 SDGｓ おおがき 推進プロジェ クト について 」  

③  静岡県静岡市 「静 岡型 MaaS 基 幹事業実証プロジ ェク トについて」  

２  実施結果 に対 する所感，意 見等  

（質疑・意見 交換 した内容，今 後の 市政に生かす べき 点等）  

①   今 回の視察 にお いては、岐阜 市と 静岡市の取り 組み を比較検証

できたことが 非常 に意義深かっ た。  

 岐阜市にお いて は、全国初と なる 中心市街地に おい ての自動運

転技術の導入 に向 けた実証実験 が行 われているが 、技 術面、住民

（一般ドライ バー ）への周知と 理解 において大き なハ ードルがま

だあることを 改め て認識した。 昨年 、全国で２例 目と なる 誘導線

による河内長 野市 の実装事業を 視察 した際は、地 域住 民の運営に

より地域の足 とし てしっかり活 用さ れ、事業の拡 大が 計画されて

いたが、中心 市街 地においては 、現 状においては 、静 岡市での説

明にもあった 「観 光」のキーワ ード としての効果 の方 が高いこと

が見える。  

 岐阜市の「 公共 交通とまちづ くり が連携した持 続可 能な地域公

共交通」の考 え方 においては、 デザ イン 性にこだ わっ た連節バス

の導入や、コ ミュ ニティ交通の 推進 、昼間の時間 にバ スを低額で

利用できる「 昼得 きっぷ」の販 売と ともに、人中 心の 道路へと、

道路空間の利 活用 にも力を入れ てお り、中心市街 地の 再開発や公

園整備、鉄道 の連 立高架化事業 など と 連動し、今 後、 大きくまち

が変化してい く中 での、地域公 共交 通の在り方は 、非 常に参考に

なった。  

②   調 布市にお いて は、「ゴヤた ん」 が啓発キャラ クタ ーとなって

いるが、大垣 市に おいては、市 独自 のＳＤＧＳと ゼロ カーボンの

ロゴを作成し てい る。岐阜市に おい ても市独自の ＳＤ Ｇｓのロゴ

を作成してい た。  



第３号様式(第４関係) 

 

 市 民に市独 自の 施策を強くア ピー ルしていく上 では 、独自ロゴ

の作成は非常 に有 効だと感じる 。  

 エコアクシ ョン ポイントにつ いて は、参加自治 体が まだ少なく

全国で展開さ れて いるが、まだ 周知 がほとんどさ れて いない取り

組みで、大垣 市に おいても登録 者数 が３５７人と いう 状況であ

り、今後、環 境省 の推進体制強 化や 地方自治体、 企業 の参加数増

加がなければ 発展 性が見えない 事業 ではないかと 感じ た。  

 ＳＤＧｓカ ード ゲームの普及 にお いては、２名 の公 認ファシリ

テーターを養 成し 、 費用面での 課題 をクリアして 、普 及推進を図

っていること は非 常に 参考とな ると ともに、多彩 な講 師を迎え

て、高校生を 対象 に未来講座を 展開 していること は、 非常に有効

な事業だと感 じた 。  

③   平 成３０年 に静 岡市を視察し た際 は、世界水準 の自 転車都市と

して、ヨーロ ッパ のように地域 交通 の柱の一つと して 、自転車利

用の促進、自 転車 利用人口の増 加を 図っていくと いう 内容だっ

た。今回の視 察で は、静岡市が 様々 な交通 施策を 実証 実験してき

ていることを 通し て、要望と実 際 の ニーズとの乖 離を 強く認識し

た。特に、乗 り合 い において、 ほと んど乗り合い 利用 が無いこと

は、①でも触 れた 河内長野市の 成功 事例から、地 域の 声で はな

く、地域の実 際の 利用者ニーズ をし っかり把握す るこ とが重要で

あることを感 じた 。  

 静岡市では 移動 サービスの最 適化 を検証するに あた り、自家用

車に専用装置 を付 けてもらいデ ータ を収集してい るが 、現在、双

方向の通信端 末が 装備された自 動車 が急増してい る中 で、そのデ

ータを持つ自 動車 メーカーと、 地方 自治体の交通 施策 の展開にど

のように協力 体制 を構築できる かが 課題の一つで あ る 。  

また、自動運 転に おいては、本 年度 から総務省が 検討 を始めた

Ⅴ２Ｘ通信技 術の 普及が必要で あり 、自動運転の 本格 導入まで

は、自動運転 実証 実験は、「観 光」 や 「新技術の 周知 」としての

効果にとどま るこ とを認識した 。  



第３号様式(第４関係) 

 

３  その他（ 今後 の課題・調査 研究 すべきテーマ 等）  

①  デザイン性の 高い バスによる観 光振 興 について  

「バスまちば 」の 本市での導入 の可 能性について  

②  エコ・アクシ ョン ポイント事業 の今 後の推移につ いて  

③  観光ＭａａＳ の展 開について  

 

 



第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  藤川 満恵 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

（岐阜県・岐阜市）未来技術社会実装事業について 

（岐阜県・大垣市）環境 SDGｓおおがき推進プロジェクトについて 

（静岡県・静岡市）静岡型ＭａａＳ基幹事業実証プロジェクトについて 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

【岐阜市の未来技術社会実装事業】 

 

岐阜市が令和元年度から開始し、令和 9 年度に公共交通の無人自動運転（レ

ベル４）の実装を目指す取組みを学ばせていただいた。 

最初に岐阜市のまちづくりについてご紹介頂き、名古屋駅からは電車で 19

分という岐阜駅を中心とする立地のいい岐阜市だが、今後の人口減少を見通

し、中心市街地を４つのエリアに分け、公共交通と共存する道路空間の整備

とまちづくりの整備を市民や岐阜市を訪れた方をはじめ様々な方の意見を

踏まえ、スピード感をもって同時進行で取組んでいるところは素晴らしいと

感じた。 

 

公共交通への自動運転技術の導入の背景には、運転免許を保持しない高齢者

や移動が困難な交通弱者の増加や、バス運転手不足の深刻化で地域交通の持

続が困難となり、中心市街地の活性化低下がある。 

その課題解決に向け、中心市街地と各地域を利便性の高い公共交通などのネ

ットワークで結ぶコンパクト+ネットワークの都市づくりを目指しての自動

運転の導入事業だ。 

現在までに自動運転実装実験の体験乗車数は令和２年度に 196 人、令和３年

度は 514 人、令和４年度は 1,537 人となり、令和５年度は中心市街地では全

国で初めて運行を開始。また令和５年４月には道路交通法の改正により、レ

ベル４のドライバー・フリーの自動運転が可能となった。 

その中で、公共交通の利用促進のための新たな取組みが素晴らしいものであ

った。 



〇バスまちば事業では、令和４年 12 月にサービスが開始したもので、コン

ビニやドラッグストア内で快適にバス待ちできる民間施設を活用したもの

である。 

〇新たな決済方法の導入では全国共通の交通系 IC カードが令和５年度末に

併用開始予定である。 

〇平日昼間時間帯限定バス１日乗り放題５００円の「昼得きっぷ」は令和５

年４月から通年で販売が開始。平日お得に出かけ、食事や通院、買い物にも

好評でスマホでもスクラッチ式乗車券でも販売されている。 

 

調布市でも北部地域で乗合い交通事業が開始される予定だが、岐阜市の官民

連携の取組みはとても勉強になるものであった。 

 

【大垣市の環境 SDGｓおおがき推進プロジェクト】 

 

大垣市は、環境ＳＤＧｓを推進するために３つの柱からなる事業で循環型社

会の実現に向けた仕組みを学ばせて頂いた。 

①  環境ＳＤＧｓおおがき未来創造事業（未来のおおがき人を育成） 

②  環境ＳＤＧｓおおがき普及啓発事業（ＳＤＧｓの輪を広げよう！） 

③  草木等たい肥化事業（資源の循環をめざそう！） 

 

①  未来創造事業では令和３年度から多彩な講師陣が高校生に環境ＳＤＧｓ

をテーマに地域の活動や産業に触れる機会を創出し、地域の魅力発見や

課題を学ぶことで高校生世代に将来にわたって「選ばれつづけるまちお

おがき」の実現に向け７校で講座を開催し、学んだ内容を高校生が発表、

提案する成果発表会を実施。講師には若年層にも近いＺ世代のモデルを

起用しディスカッションを通しながら触発ある取組みは、素晴らしい人

材育成につながると感じた。 

②  普及啓発事業では、ＳＤＧｓのカードゲームで未来をシミュレーション

したり、令和４年６月にはクリーンセンターに環境ＳＤＧｓおおがき普

及支援センターを開設。さらに市民にむけてエコ活動で貯まる！使え

る！エコ・アクションポイント「おおがき環境ＳＤＧｓポイント」を開



始。家庭ゴミの 25％を占める、生ごみは、捨てればゴミ、生かせば資源

と、生ごみや草木をたい肥化するコンポストの購入費助成制度もあり、

貯まったポイントはコンポストの資材や野菜の詰め合わせ、ごみ袋など

に交換ができる仕組みだ。 

ゴミの減量化、たい肥化の啓発を図ると共に環境行動への動機づけにつ

ながっているが、登録者数はまだ少なく今後更に利用方法の拡充などが

検討されていく予定である。 

また大垣市独自でデザインされたＳＤＧｓ×ＯＧＡＫＩバッジは 17 色の

中に緑と水泡をモチーフとしたデザインで、啓発運動にもつながってい

る。 

 

③  草木等たい肥化事業については、令和３年から開始され、堤防等から排

出される草木等のたい肥化等について調査研究を行うことにより、たい

肥活用の可能性とごみの減量化、環境の保全、循環型社会の構築に寄与

することが目的である。 

 

事業の流れは①堤防の刈草を集積②破砕後、たい肥化作業を実施③たい肥を

活用し作付け④マルシェで収穫物等の販売を実施 

 

実績として、たい肥化量は令和３年度が６５ｔ、令和４年度は 150ｔ、令和

５年度の概算実績は２７０ｔと年々倍増している。しかしながら、堤防の刈

草の中にペットボトルや異物の混入が多く課題もあるが、更に今後は、多様

な利用方法も検討されていく予定である。 

その中でも「めぐるマルシェ」の開催は、たい肥を活用して育てた野菜を「め

ぐるカレープロジェクト」としてカレーを作り販売したり、産直野菜として

販売することで市民の手に返す取組みで、キッチンカーで販売し素晴らしい

取組みであると思う。 

また、大垣市は平成１３年に設立された「大垣市環境市民会議」が市民団体

で構成され、個人会員６８人、団体会員１６団体、事業者３０社で、それぞ

れが協働して様々な環境活動を実践している。環境に関するやりたいプロジ

ェクトをどんどん提案し活動を推進できることは、素晴らしい取組みだと感



じた。 

調布市においてもゼロカーボンシティ調布を目指し、人材の育成や、環境Ｓ

ＤＧｓの取組みを、官民連携で循環型社会を実現するために大垣市の取組み

はとても勉強になるものであった。 

【静岡市ＭａａＳ導入に向けた取組み】 

 

静岡市は、人口約７０万人が限られた平坦部に大半が居住し、比較的コンパ

クトなまちを形成している（約７０％は山林）。 

静岡市はまちを持続的に発展させるコンパクトなまちづくり「静岡市立地適

正化計画（２０１９年策定）」と、生活に必要な移動を継続的に支える公共

交通ネットワークを目指す「静岡市地域公共交通網形成計画（２０１９年策

定）」集約連携型都市構造の実現に向け地域公共交通が一定量残っているこ

ともあり、 

MaaS(マース：Mobility as a Service)を活用した取組みが進められている。

MaaS とは複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて

検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、デジタルの力を有効活用

しながら移動目的地との連携で相乗効果が期待できるものである。 

 

交通ビジョン 2030 として自家用車に頼らなくても、誰もが安全・安心・快

適に移動することができ、多彩な市民活動や住み続けられるまちを下支えす

る社会インフラを情報の連携により「デジタル技術の活用」と「リアルサー

ビスの充実」の両輪で取組む必要があるものである。 

 

取組みの土台として地域主導型コンソーシアムを組成し、令和元年度にはＡ

Ｉオンデマンド交通実験が実施された。実験登録者数は４５６人、利用者は

179 人、乗車回数は 315 回（１人平均 1.8 回）、相乗り回数 83 回、相乗り率

26.3％であった。その結果から支払いはクレジットカードのみだったことも

あり、高齢者など移動に制約のある方々を助けるための仕組み（乗りやすい

車両や選べる支払い方法）が必要との結果となった。 

 

また、乗車する曜日や年齢、時間帯も検証、更に乗降パターンを選択可能に



した実験を行ったり、福祉 MaaS 実験も行い、福祉 MaaS 実験では、最初２週

間は無料期間とし、約２カ月で累計 308 件の利用があったが、無料期間後は

利用者が減り、料金の影響は大きいものとなった。 

令和４年度には「のりあい放題」のサブスクの実験を実施。実施したエリア

が平坦な地域だったため利用者は少なく、エリアや料金の設定を見直すこと

が求められる。また、高低差がある地域の方の困りごとのニーズに応えてい

く取組みが重要である。さらに、ＡＩオンデマンドの利用促進のため広く周

知してもらえるようＳＮＳや広報誌、様々なメディアも積極的に活用され、

令和４年度には総登録者数は 68 人で利用回数は 285 回、一日あたりの利用

回数は 8.9 回となり、頻度高く利用している人が一定数存在している結果と

なった。 

また、登録の申し込みはインターネット経由が最も多いが、電話での登録も

34％を占めている。 

 

その他、中山間地における MaaS 実験では、遠隔お買い物体験や乗合い等の

実証実験を行い、デジタル機器への抵抗感が強い高齢者が多いことから比較

的利用率が高い「ＬＩＮＥ」から予約可能なシステムが導入された。 

 

買い物については実際に商品を見て買い物をしたいというニーズが一定数

あったことから、にぎわい市として移動サービス車を集め、市街地までいか

なくても買い物ができるサービス設計をしたことで、生活支援と賑わいの創

出につながったのである。 

 

その他の取組みとして静鉄沿線 MaaS ではクーポン配布による経済的なイン

センティブで行動を変えることができるのか行動変容促進実験をしたり、エ

ンタメと連携した周遊コンテンツによる観光 MaaS では「君と巡るシズオカ」

の情報周知は約１１３万回ビューを獲得、数百人が実際に足を運んでくれる

結果となった。 

 

MaaS による交通サービスの実装は、人口減少、少子高齢化社会においても、

持続可能なまちづくり、住み続けられるまちづくりに大きく寄与するもので



あり、単に交通のことだけに留まらない大きな社会的意義のある事業であっ

た。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

文中に記載 

 



 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  山 根 洋 平 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

 岐阜県岐阜市「未来技術社会実装事業について」 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

岐阜県岐阜市の未来技術社会実装事業についての視察では、公共交通にお

ける新たなあり方として、自動運転技術を用いた路線バス構築の可能性につ

いて考察することができた。岐阜市の取り組みでは、自動運転レベル 4（特

定条件下における完全自動運転、ドライバーが乗車しない自動運転）を実現

させるために、自動運転レベル 2（部分運転自動化、ドライバーが乗車しハ

ンズオフ運転が可能）から市民や社会の受容度を高めていくということを重

視するというものであった。 

 

 一般に自動運転技術を導入するメリットには以下のような点を挙げるこ

とができる。 

1）交通事故の減少（自動運転技術により、運転者のミスや不注意による

交通事故が減少する） 

2）渋滞の緩和（自動運転技術により、交通量の調整や最適なルートの選

択が可能になる） 

3）時間の有効活用（自動運転技術により、運転操作から解放された時間

を有効活用できるようになる） 

4）高齢者や障害者の移動手段向上（自動運転技術により、高齢者や障害

者も自由に移動することが可能になる） 

5）環境への負荷低減（自動運転技術により、燃費の改善や排出ガスの削

減が期待される） 

 

  



一方、日本において自動運転技術を公共交通に導入する際には、さまざま

な課題が存在する。 

 まず、自動運転技術を公共交通に導入するにあたって、法律や規制の整備

が必要となってくるが、現在、自動運転技術に関する法律や規制は整備途上

であり、公共交通に導入するためには、より詳細な法律や規制が必要となっ

てくる。 

 また、自動運転技術を公共交通に導入するためには高度な技術が必要とな

るが、特に公共交通機関では、多くの人々を運ぶために高い信頼性が求めら

れる。そのため、自動運転技術そのものの信頼性向上が課題となっている。  

 さらに自動運転技術を公共交通に導入するためには、高度な技術を前提と

した多くのカメラやセンサーを持った車両を導入する費用だけではなく、道

路側のセンサーや信号情報の同期システムといったインフラ整備を行うと

ともに、自動運転車両を総合的に管制するシステムの構築と維持に係る費用

も必要となることから、多額のコストが発生する。特に、公共交通機関では

多くの車両を保有していることから、保有する全ての車両に自動運転技術を

導入することは困難であると言える。 

 

 こうした理解に立って岐阜市での事例を見て特徴的であったことは、自動

運転技術による公共交通の推進にあたって、いきなりレベル 4 以上の無人運

転を導入するにはまだ世の中の理解を得られないという点を課題と認識し

た上で、社会受容性を高めていき自動運転の車両が走行している光景を当た

り前のように受け入れてもらえる環境づくりから取り組みを進め、現実的に

事業を展開していこうとする点であった。このため、レベル 4 の完全無人化

での運行の実現には相応の時間を要するものと考えられ、実証実験事業継続

に向けた予算措置の継続性が重要な課題となるが、前例の無い先進的な取り

組みであることから、国費による補助を受けながらの実施が基本となるとの

ことであった。 

 

 自動運転技術のコストパフォーマンスから考えると、民間の事業として人

手不足問題に対応できるだけの採算を確保できるかどうかは未知数である 

 



が、行政が行う交通弱者対策としての取り組みであれば、補助金事業として

選択肢になってくるのではないかと考える。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

調布市においては、コミュニティバス路線の維持や公共交通機関の空白地

帯への交通手段の確保、免許返納者への交通手段確保や免許返納に対するイ

ンセンティブ付与が課題である中、デマンド交通の実証実験が予定されてい

る。岐阜市での自動運転車両での社会実験では、観光地と市街地での自動運

転によって課題が整理されているので、こうした先行事例を参考にしなが

ら、ドア to ドア型のデマンド交通を将来的に無人運転で運行するという状

況を見据えた実証実験を進めていくと良いかもしれない。 

 

 



第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  山 根 洋 平 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

 岐阜県大垣市「環境 SDGs おおがき推進プロジェクトについて」 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

岐阜県大垣市の視察では、環境 SDGs ポイントの取り組みについて事例を

伺った。 

 

大垣市ではごみ減量に向けた取り組みの一環として、令和 5 年 1 月 1 日か

らゴミ袋の有料化が始まったところである。こうした状況の中で、環境省が

行うエコ・アクション・ポイントのインフラを利用し、市で行う環境美化活

動や生ごみの堆肥持ち込み等の行動に対して環境 SDGs ポイントを付与し、

貯まったポイントで有料ごみ袋と交換できるという仕組みを構築している。 

 

生ごみの堆肥化ということでごみ減量につなげているだけではなく、こう

した環境に配慮した行動へのインセンティブとして、環境 SDGs ポイントと

して付与し、有料ごみ袋にも交換できるという一連の流れが出来上がってい

る点は評価できる。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

調布市における市民のごみ減量の取り組みに対するインセンティブが乏

しいため、エコ・アクション・ポイントを活用した取り組みは調布市でも可

能性があるのではないかと感じた。ポイントからごみ袋への交換をすでに行

っている事例として、参考にしていきたい。 

 

 



第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  山 根 洋 平 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

 静岡県静岡市「静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトについて」 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

静岡県静岡市の視察では、静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトの取り

組みについて事例を伺った。 

 

 AI オンデマンド交通実験として、貨客混載、福祉利用、サブスクリプシ

ョン方式とさまざまな実証実験を行い、収集された大量のデーターを分析し

判断するというデータードリブンの発想で進めているところが印象的であ

った。 

  

 これまでの実証実験の結果では、いずれの内容も路線バスの代替策として

はうまく機能していないということが浮き彫りになっていたが、こうしたう

まくいかない事例が知見として蓄積され共有できることが非常に重要であ

ることから、成果が出なかったとしても有益であると考える。 

  

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

今後調布市におけるデマンド交通の実証実験を行う際に、収集したデータ

ーの分析に基づき政策判断・決定をしていくというプロセスが大変重要であ

ると考えられる。こうした観点に基づき、今後の実証実験の動向について注

視していきたい。 

 

 

 


